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１．議事日程（第４日目） 

  （平成１７年度安芸高田市予算審査特別委員会） 

平成１７年３月１８日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

於 本 庁 ３ 階 議 場 

  開 会 

  議 題 

（１） 議案第４０号  平成１７年度安芸高田市一般会計予算 

（２） 議案第４１号 平成１７年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 

（３） 議案第４２号 平成１７年度安芸高田市老人保健特別会計予算 

（４） 議案第４３号 平成１７年度安芸高田市介護保険特別会計予算 

 

 

  閉 会 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（２１名） 

   委員    今 村 義 照     委員    塚 本   近 

委員    明 木 一 悦     委員    秋 田 雅 朝 

   委員    田 中 常 洋     委員    加 藤 英 伸 

   委員    小 野 剛 世     委員    川 角 一 郎 

   委員    赤 川 三 郎     委員    松 村 ユキミ 

   委員    熊 高 昌 三     委員    青 原 敏 治 

   委員    金 行 哲 昭     委員    杉 原   洋 

   委員    入 本 和 男     委員    山 本 三 郎 

   委員    玉 川 祐 光     委員    岡 田 正 信 

   委員    渡 辺 義 則     委員    亀 岡   等 

   委員    藤 井 昌 之      

      

 

３．欠席委員は次のとおりである。（なし） 

 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（２０名） 

市     長    児 玉 更 太 郎   助     役  増 元 正 信 

収  入  役  藤 川 幸 典   参     事    小 野  豊 

 教  育  長  佐 藤 勝   教 育 参 事  沖 野 清 治 

 総 務 部 長    新 川 文 雄   財 政 課 長  垣 野 内  壮 

 総 務 課 長  高 杉 和 義   教 育 次 長  杉 山 俊 之 

 教育総務課長  上 川 裕 芳   学校教育課長  大 下 典 子 

 生涯学習課長  河 野 正 治   吉田幼稚園長  田 丸 文 枝 
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 八千代教育分室長  中 村 保 子   美土里教育分室長  宮 本 八 郎 

 高宮教育分室長  小 田 洋 介   甲田教育分室長  升 田 寿 子 

 向原教育分室長  兼 近  環   吉田教育分室係長  溝 下 頼 男 

 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  増 本 義 宣   次長兼総務係長  光 下 正 則 

  議事調査係長  児 玉 竹 丸   書     記  国 岡 浩 祐 

  書     記  倉 田 英 治 
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～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１０時 開会 

〇今村委員長  おはようございます。 

予算委員会最終日の予定でございます。円滑に調査が進みますよう希

望して、会議に入ります。 

前日に引き続き、会議を再開といたします。 

  ただ今の出席委員は21名でございます。 

定足数に達しておりますので、これより予算審査特別委員会を開会を

いたします。 

本日の審査日程は、お手元にお配りしたとおりでございます。 

まず、議案第40号、平成17年度安芸高田市一般会計予算についての件

の内、教育委員会に関わる部分を議題といたします。 

教育委員会の説明を求めます。佐藤教育長。 

○佐藤教育長  はい。それでは失礼します。議員の皆様方には、平素より安芸高田

市の教育の推進に深いご理解とご支援をいただき、ありがとうございま

す。教育委員会として、平成17年度の主要施策について説明をさせてい

ただき、議員の皆様方のご理解とご支援を賜りますよう、お願いを申し

上げます。 

まず、施策の方針でございますが、平成17年度は平成15年度に本市の

教育施策の柱として策定をいたしました新教育戦略21、みらいにかがや

く安芸高田の教育をベースに、教育プラン、安芸高田｢かがやき｣プラン

を作成をし、地味ではありますが、いたずらに焦らず、子どもが輝き、

学校が輝き、市民が輝く安芸高田の教育に取り組んで参ります。 

学校教育につきましては、基礎基本の徹底はもとより、夢と志を持っ

た活力ある子どもの育成を目指して、教育環境の整備と教育改革に努め

て参ります。 

学校施設につきましては、地震等、自然災害が頻発する中、学校施設

の老朽化も進んでおり、安全で安心な教育環境の確保を目指して平成17

年度は全校の耐震化優先度調査の予算を計上しております。また、給食

調理場の再編整備につきましても、検討委員会を設け、調査研究に着手

したいと思います。 

教育改革についてでございますが、平成16年度から実施しております、

特色ある学校づくり推進事業では、校長のリーダーシップのもと、子ど

もたちや正規の実態を踏まえながら、創意工夫をいたした教育活動を展

開しております。平成17年度も引き続き本事業を推進し、質の高い教育

を追求して参りたいと考えております。また、主体的で特色のある学校

づくりに向けた教育改革の加速を進めるために、18年度実施を目標とし

て通学区域の弾力化の検討を進めて参ります。一方、不登校児童生徒が

早期に学校復帰できるようにするために、学校とは異なった環境の中で、

学習や生活をし、集団生活に適応できる素地を養うための施設として、

平成17年4月より、もとの丹比西小学校校舎を活用して適応指導教室の
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開設を計画をしております。生涯学習につきましては、調和と工夫とい

う観点から、各町の特色ある文化や取り組みを活かして育てるという視

点と、安芸高田市という全体的な視点から、各種事業を調整するととも

に、公民館活動などで市民のニーズに応じた学習機会の提供に努めて参

ります。 

スポーツ活動の振興についてでございますが、市民一人ひとりのライ

フステージに応じた体力づくり、健康づくりなどの活動を推進するため、

総合型スポーツクラブの支援や、サッカー、ハンドボール、カヌーをは

じめとする特色あるスポーツへの助成、各種スポーツ大会の開催などを

とおして、スポーツの普及と推進を図って参ります。 

また、学校やスポーツ少年団等と連携をいたしまして、子どもの体力

向上推進事業に取り組み、体力や学習など、活力ある子どもの育成にも

努めて参ります。本年3月に完成いたしました、吉田温水プールにつき

ましても、市民の体力、健康増進を担う施設として、各年代層の体力や

目的に合わせた有効活用促進を図って参りたいと思います。 

以上、教育委員会といたしまして、平成17年度の教育方針と主要施策

を申し上げました。厳しい情勢の中で、安芸高田市の子どもたちの未来

をしっかりと見据え、長期的な展望に立った学校教育、生涯学習を推進

し、人輝く安芸高田の実現に向けた教育行政を積極的に展開することが、

教育委員会に課せられた責務と受け止めております。 

委員の皆様におかれましても、より一層のご理解とご協力を賜ります

よう、お願いを申し上げます。 

予算につきましては、次長並びに担当課長から説明をさせますので、

よろしくお願いいたします。以上でございます。 

〇今村委員長  続いて、杉山教育次長。 

○杉山教育次長  失礼いたします。私の方から、平成17年度一般会計予算の教育費の概

要説明を申し上げさせていただきます。 

11ページをご覧いただきたいと思います。10の教育費は平成17年度予

算額14億7,270万9,000円で、16年度予算額20億9,279万4,000円でござい

ます。差し引き減額の6億2,008万5,000円となっておりまして、増減率

は減額29.6％となっております。この原因は、16年度は温水プールの建

設費5億6,805万5,000円が入っていたためでありまして、17年度は建設

費がないということで、実質は減額3.4％の予算額でございます。 

以上、概要を申し上げまして、詳細につきましては教育総務課、学校

教育課、生涯学習課長より、それぞれご説明を申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

〇今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  はい。それでは座って失礼をさせていただきます。平成17年度の安

芸高田市教育委員会の予算でございますが、歳入の方からご説明を申し

上げます。 

予算書の18ページをお開き下さい。12款分担金及び負担金、2項負担
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金、3目の教育費負担金としまして337万3,000円を計上させていただい

ております。内訳は小学校費負担金が73万6,000円、中学校費負担金が

39万3,000円。 

19ページの方で、幼稚園費負担金が224万4,000円でございます。小学

校費負担金、中学校費負担につきましては、日本体育学校健康センター

と申しまして、以前は学校安全会と呼んでおりましたが、そこへ納める

負担金の保護者から頂戴をする負担金でございます。幼稚園の方は保護

者から頂戴する負担金でございます。 

続きまして19ページでございますが、13款使用料及び手数料、1項使

用料、7目教育施設使用料としまして5,526万2,000円を計上させていた

だきました。内訳は、学校教育施設使用料としまして18万円。社会教育

施設使用料としまして540万3,000円。保健体育施設使用料としまして

4,967万9,000円でございます。大きなもので、社会教育施設使用料でご

ざいますが、文化施設使用料が538万6,000円。美土里のまなび、八千代

の丘美術館、吉田歴史資料館、高宮のパラッツオ、甲田のミューズなど

の使用料を見込んでおります。 

それから保健体育施設使用料の内、体育施設使用料としましては各町

のグランド、海洋センター、吉田のサッカー公園などの使用料などを見

込んでおります。大きなものはサンフレッチェから納めていただきます、

サッカー公園の年間使用料3,500万円がございます。なお、平成17年度

から使用を始めます吉田温水プールの使用料としましては818万8,000円

を見込んでおります。その内200万円をサンフレッチェから納めていた

だくと、一般の方の使用は618万8,000円というふうに見込んでおります。 

23ページの方をお開き下さい。14款国庫支出金、2項国庫補助金、7目

教育費国庫補助金といたしまして、454万6,000円を計上させていただい

ております。内訳としましては、ご覧いただきますように、小学校費補

助金、中学校費補助金でございまして、説明欄の方に説明がございます。

それから、同じく23ページでございますが、14款国庫支出金、3項委託

金、4目教育費国庫委託金といたしまして300万円を計上させていただい

ております。内訳としましては、保健体育費委託金でございまして、子

供の体力向上推進事業に充てるものでございます。 

続きまして27ページをご覧ください。15款県支出金、2項県補助金、6

目教育費県補助金といたしまして17万円を計上させていただきました。

社会教育費補助金でございます。 

それから次の29ページをお願いいたします。15款県支出金、3項委託

金、6目教育費委託金といたしまして42万円を計上させていただいてお

ります。これは学校教育費委託金でありまして、吉田小学校に設置して

おります、子供と親の相談員活用調査研究事業の県からの委託金でござ

います。 

次に、少しとんでいただきまして、36、37ページをお開き下さい。20

款諸収入、5項雑入、4目雑入といたしまして37ページの説明の欄をご覧
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いただきたいのですが、教育総務課関係の雑入としまして13万1,000円。

学校教育課関係雑入としまして5万円、生涯学習課関係雑入としまして

894万5,000円、合計で912万6,000円を計上させていただいております。

生涯学習課関係の内訳でございますが、主なものはスポーツ宝くじの助

成金516万4,000円、美土里の海洋センターの改修補助金としまして、Ｂ

＆Ｇ財団の方から192万5,000円を予定しております。 

以上、教育委員会関係の歳入について、説明をさせていただきました。 

次に、歳出の方に移らせていただきます。なお、歳出予算につきまし

ては、教育委員会には、教育総務課、学校教育課、生涯学習課の3課が

ございますので、各課長の方から関係します予算について、ご説明を申

し上げます。 

まず、教育総務課関係ですが、こちらの方には学校教育課の関係の予

算も一部含まれておりますので、私の方で併せて説明をさせていただき

ます。 

79ページの方をお開き下さい。10款教育費、1項教育総務費、1目教育

委員会費といたしましては、346万5,000円を計上させていただいており

ます。教育委員さん方の関係の経費でございます。次の2目事務局費で

ございますが、2億5,783万3,000円をお願いしております。節の欄のと

ころに1報酬から23償還金利子及び割引料まで、金額がそこに表記して

ございますが、これを使途別と申しますか、まとめたものが説明欄にご

ざいます。事務局費、学校教育総務費というように分けてですね、また

その小訳を書いてございますので、そちらの方で説明をさせていただき

たいと存じます。事務局費の方ですが、特別職人件費1,337万5,000円。

一般職員人件費1億500万3,000円でございます。一般職人件費の方は、

教育総務課と学校教育課の職員、それに次長、教育参事の人件費でござ

います。それから、事務局総務管理費としまして5,478万1,000円をお願

いしております。この内訳でございますが、事務局の消耗品費等の需用

費が355万2,000円、電話料などの役務費が94万6,000円、給食調理場等

再建整備調査業務委託料、通学区域弾力化調査業務委託料、丹比西の集

会所建設工事設計監理委託料などの委託料が284万5,000円、コピー機、

ファックス、パソコンなどの使用料及び賃借料が230万3,000円、丹比に

ありました大江保育所の解体工事、丹比西小プールの解体工事、丹比西

の集会所建設工事などの工事請負費が3,620万円、川根のへき地教員住

宅建設負担金の償還金利子及び割引料としまして300万9,000円などを併

せたものが、事務局総務管理費でございます。 

学校教育総務費としましては、そちらに書いてございますように、英

語指導助手招致事業費としまして2,519万2,000円ございます。この主な

ものは、外国語指導助手の報酬並びに旅費でございます。次に適応指導

教室の運営費でございますが、846万円お願いをしております。これは

先ほど教育長の方からもありましたように、旧丹比西小学校の校舎を利

用して改築します、不登校児童生徒のための適応指導教室の職員の報酬、
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それから需用費等でございます。次に、学校教育管理費の(事務局分)で

ございますが、3,902万2,000円をお願いしております。この学校教育管

理費という事業名は、平成17年度に初めて設けました事業名称でござい

まして、これまで各学校ごとに計上しておりました学力調査の費用であ

りますとか、各種の負担金、補助金、それから事務局総務管理費に計上

しておりました、児童、生徒、教職員の心電図検査などの各種検査料や

負担金、補助金などをこの事業名称のもとにまとめたものでございます。

主なものは、研修会の講師謝金等の報償費が159万5,000円、学力調査な

どの消耗品のための需用費が179万6,000円、心電図検査などの委託料が

370万円、耐震化優先度調査設計委託料が700万円、日本体育学校保健セ

ンターへの負担金が249万1,000円、奨学金の経過措置分などの補助金が

325万6,000円、小中学校の就学援助のための扶助費が1,370万円。以上

でございます。 

特色ある学校づくり事業費につきましては、19校が取り組みます特色

ある学校づくりのための事業費でございます。以上、教育総務費の関係

につきまして、終わらせていただきます。 

〇今村委員長  続いて、大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい、失礼をいたします。学校教育課が所管をしております2項小学

校費、3項中学校費、6項の保健体育費の内、2目学校給食費についてご

説明を申し上げます。まず、2項小学校費でございます。80ページをご

覧ください。総額2億1,548万7,000円の内訳は、80ページにお示しして

おります説明のとおりでございます。その内、報酬の2,182万8,000円の

内、主なものは小学校8校分9人の教育介助員等の報酬1,762万2,000円で

ございます。需用費につきましては平成17年度が小学校教科用図書の採

択替えの年でございまして、採択替えに伴う教授用資料にかかる経費、

吉田小学校180万円、他の12校につきましては、各90万円の計1,260万円

の計上が加わっております。 

それから、小学校共同事務センターの事業費でございますが、高宮町

内の船佐小学校、来原小学校、川根小学校と、それから美土里町内の美

土里小学校4校が共同で執行いたします経費を計上しております。2,383

万8,000円の内、主なものは需用費1,542万2,000円でございます。それ

から、負担金補助及び交付金でございますが、通学助成、それから校外

活動にかかる補助ということで計上させていただいております。 

次に第3項中学校費でございます。81ページをご覧ください。総額1億

2,842万2,000円の内訳でございますが、81ページの説明のところに示し

ておりますとおりでございます。その内、報酬の991万円の内、主なも

のは中学校4校分、4人の教育介助員等の報酬783万2,000円でございます。

それから使用料2,050万9,000円の内、主なものでございますが、中学校

事務局分の自動車借上げ料、それから各中学校の土地建物、事務機器等

にかかる経費でございます。それから、中学校共同事務センターの事業

費でございますが、高宮中学校、美土里中学校2校が共同で執行する経
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費を計上しております。1,187万9,000円の内、主なものは需用費の632

万円でございます。美土里中学校の寮でございます朝光寮の事業費でご

ざいますが、総額1,664万2,000円の内、主なものは委託料1,101万2,000

円の計上でございます。中学校の補助金といたしましては、通学助成、

通学用ヘルメットへの補助、それから大会への選手派遣の補助、校外活

動、合宿、社会見学等になっております。 

最後に6項の保健体育費の内、2目学校給食費について、ご説明申し上

げます。86ページをご覧ください。総額1億7,581万7,000円の内訳でご

ざいますが、86ページにお示しをしております説明のとおりでございま

す。主要には委託料4,731万8,000円、それから工事請負費、維持修繕工

事でございますが100万円等を計上させていただいております。 

大変申し訳ございませんが、戻っていただきまして、82ページをご覧

ください。4項の幼稚園費についてご説明を申し上げます。幼稚園費に

つきましては、82ページに説明をいたしておりますけれども、一般職員

の人件費2,477万1,000円が主なものでございます。以上で説明を終わり

ます。 

〇今村委員長  続いて、河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  委員長。それでは生涯学習課関係の説明をさせていただきます。82

ページをお開き願います。10款、5項社会教育費、1目社会教育総務費の

関係でございます。1億3,946万9,000円でございますが、主なものとし

まして職員給与費、これは生涯学習課、八千代、美土里分室に関係する

ものでございます。説明欄にあります社会教育総務管理費でございます

が、これは社会教育指導員、各種委員の報酬及び成人式に関係するもの

が主なものでございます。それから生涯学習推進事業費723万2,000円で

ございますが、講師謝礼、バスの借上げ費、団体補助等でございます。

それから国際交流事業費628万円でございますが、ニュージーランド、

シンガポール等の交流事業が主なものでございます。社会教育施設管理

費1,050万6,000円でございますが、主なものとしまして集会所の管理委

託、下水道使用料、それから吉田公民館の代替え施設としての土地借上

げ料、それから代替え施設の電気、電話の工事代、壁内装工事代をみて

おります。 

次に、83ページの2目、公民館費1億3,817万6,000円でございますが、

主なものとしまして職員人件費、これは吉田、向原分室の関係でござい

ます。以下、公民館費の維持管理経費を計上しております。それからそ

れぞれの館で活動しております公民館教室、高齢者教室、ＩＴ講習会等

の活動費を計上しております。 

次に、84ページをお開き願います。3目の図書館費でございますが、

1,468万6,000円、これは田園パラッツオの図書館、甲田図書館の人件費

ほか、講師謝礼、図書購入費等でございます。次に4目の人権教育費108

万5,000円でございますが、これは講師謝礼等でございます。 

次に5目文化財保護費858万6,000円でございますが、文化財保護費761
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万5,000円、これにつきましては文化財保護委員報酬、史跡草刈り等の

管理費、看板設置の工事代、芸能保存会等の補助金等でございます。そ

れから文化財調査費97万1,000円でございますが、これにつきましては

甲田地区甲田町のほ場整備事業に伴います、試掘調査費を計上しており

ます。 

次に85ページの6目文化施設費1億4,254万2,000円でございますが、主

なものとしまして職員人件費、高宮、甲田分室、歴史民俗資料館の学芸

員、八千代の丘美術館の職員の計上でございます。以下、吉田歴史民俗

資料館2,084万9,000円、これは維持管理費のほかに、企画展の経費でご

ざいます。芸術農園四季の里2,374万2,000円、これにつきましては、維

持管理費のほか企画展、イベント等の経費でございます。田園パラッツ

オ1,910万7,000円、これにつきましても維持管理費のほか、ホール運営

に関わるものでございます。甲田若者定住センターミューズ1,571万

3,000円は、維持管理費のほか、講師謝礼、芸術祭補助金等でございま

す。 

次に、86ページをお開き願います。6項保健体育費、1目保健体育総務

費の関係でございます。3,069万8,000円でございますが、その内訳とし

ましてスポーツ振興費2,719万8,000円でございます。これは体育指導員

の報酬でありますとか、各種スポーツ教室の講師謝礼、バスの借上げ費

用、体育協会等の団体補助でございます。それから、子どもの体力向上

推進事業費として350万円を計上しております。これは平成16年度から3

ヵ年で取り組みの事業でございまして、縄跳び指導者等の講師謝礼、旅

費、印刷費等を計上しております。それから87ページの3目体育施設費1

億8,584万円でございますが、この内訳としまして、体育施設総務管理

費252万円でございます。これはプールの漏水工事等を予定しておりま

す。総合運動場6,983万6,000円でございますが、これは吉田運動公園、

吉田サッカー公園、美土里総合運動場の経費に関わるものでございます。

それからグランド927万9,000円でございますが、八千代中央グランド、

北生コミュニティ広場、ハーモニー広場、甲立グランド、向原運動公園

等をはじめ、グランドの電気代等の維持管理費でございます。体育館

703万6,000円でございますが、Ｂ＆Ｇの体育館、北生体育館の維持管理

費でございます。プール5,848万5,000円でございますが、八千代、高宮、

甲田、向原にあります各プール、それと吉田温水プールに関係する経費

でございます。それから美土里の交流空間142万7,000円でございますが、

美土里総合運動公園に隣接しております木造の研修棟宿泊棟の維持管理

費でございます。Ｂ＆Ｇ海洋センター3,725万7,000円でございますが、

これはＢ＆Ｇ海洋センタープールに関わる経費でございまして、本年度

美土里海洋センタープールの補修工事を予定しております。 

以上、生涯学習関係の説明を終わります。 

〇今村委員長  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

         できれば、項ごとに行きたいと思いますが、それを念頭に置いて発言
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を願います。教育費の内で教育総務費の関係でございます。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  はい。項2の小学校費ですね、あれと項3の中学校費の中で、学校管

理費の中へ介助員いうのが出とるんですが、そのことをもう少し詳しく

説明をしていただければ。雇用体系はどういうふうになっとるんかとか

いうのが分かればお知らせ願いたいと。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい、失礼をいたします。説明を申し上げます。この教育介助員と

いう配置でございますが、学級にはＬＤ、それからＡＤＨＤ、高機能自

閉症等、特別な支援を要する子どもが在籍をしております。この子ども

たちというのは障害児学級の入級の対象にはなりません。なりませんが、

例えば授業中に我慢ができなくて、突然と突発的な行動をですね、起こ

したりというようなこともございます。それで、教室の中に教育介助と

いうかたちで、1人配置をいたしまして、特別にその子の支援をしてい

くという、そういう位置付けでございます。 

雇用形態でございますが、月額17万8,000円ということでございまし

て、勤務は子供がおりません8月は勤務がなしということで、11ヵ月で

ございます。17年度につきましては、計10名の介助員を予算計上をさせ

ていただいております。以上でございます。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  はい。あれはそういうことになりますと、臨時職員ということでよ

ろしいですか。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい。教育介助員につきましては、子どもとの信頼関係等もござい

まして、継続的に関わるという場合が多うございますので、教育委員会

が直接雇用をさせていただくようにお願いをいたしております。非常勤

講師でございます。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  関連、1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。今のＬＤ等に関する介助員についてはですね、今非常にその

辺については問題意識されてまして、文部科学省の方からもですね、そ

ういう支援が出てきているというふうに考えてます。その中でですね、

今回その非常勤におかれる直接雇用されてる方々は、それなりの資格を

持たれた方ですか。それとも普通の教員なのか、その辺をお伺いします。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  今年度、平成16年度の雇用につきましては、教員の免許状を持って
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いる者と、持っていない者がおります。特別な資格と言いますと、例え

ば特別支援教育に関わっての特別な研修を受けているかというと、そう

いう者ばかりではございません。継続してここ数年、旧町の時代から雇

用されていて、子どもとの人間関係を育んでいるという、そういう者に

つきまして、平成16年度も継続して雇用をしております。以上でござい

ます。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。それは資格は要されないということなんですかね。やはり資

格を持った人がですね、やはりきちっとそういうものに対しては、対応

されることが必要だと思います。なんのためにそういう資格を取ってき

ているか、そういう資格制度があるかとかですね、研修制度があるかと

いうことをですね、もう少し教育委員会の方は、しっかりと認識された

上でのですね、雇用をされるべきじゃないかというふうに感じますが、

いかがでしょうか。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい。特別支援教育及び障害児教育につきましては、新設の障害児教

室の担任も含めまして、教育介助員等にも市の方で障害児教育、特別支

援教育がどうあるべきかについての研修を設定をしております。また、

平成17年度も設定をしていく予定でおります。委員さんご指摘のとおり

というふうに考えておりますので、これからも研究をしていきたいとい

うふうに思っております。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  ＬＤとか、そういった言葉自体もなかなか理解できない部分もあるん

で、どういった内容の状況の子供なんか。そして、市内に対象者として

どのくらいの人数がおるのか。各町どういった密度で配置をしているの

か。そこらも少し説明をお願いしたいと思います。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい。ＬＤという子供はですね、学習障害というふうに言っておりま

して、基本的には全般的な知的な発達の遅れはないんですけれども、例

えば言葉の習得等に著しい困難を示すというような子供でございます。 

それからＡＤＨＤというのは注意欠陥多動性障害というふうに言いま

して、状態を継続するといいますか、持続したり集中をしたりと、そう

いうことが非常に難しい、手足をそわそわと動かしましたり、着席をし

ておりましてもそれが続かなかったり、突然自分をコントロールするこ

とができなくて、教室を飛び出してしまうというような子供でございま

す。 
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それから高機能自閉症でございますが、自閉症の中で知的な生涯を伴

わない、そういう子供のことでございます。これらの子供たちが市内に

は現在、平成16年度25名おります。これは知的障害と重複している子供

もおりますけども、25名の子供を調査の結果、うちでは把握をしており

ます。 

それから16年度の教育介助員の配置でございますが、吉田町内に3名、

それから八千代町内に2名、向原に1名、甲田に1名、計7名の配置をいた

しております。以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  予算は10名と言われましたよね。今の配置は7名ということで、だか

ら17年度の配置予定はどうなるんですか。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  17年度の配置をですね、10名予算計上いたしております。16年度は7

名でございますが、17年度は10名の計上をお願いをしております。 

17年度の子供の数でございますが、子供でよろしいんでしょうか。配

置ですか。17年度の配置でございますが、吉田町内に4名、それから八

千代3名、美土里1名、そして向原1名、甲田1名で計上いたしております。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  16年度は25名の子供に対して7名で17年度は10名でそれぞれ配置を今

聞きましたが、子供の状況というのは増える予定、増えるだろうという

予想のもとで10名ということですが、高宮はゼロなんですね。高宮にも

そういった子供はいるように思うんですが、そこらの把握はどういうふ

うにされておるんですか。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい。16年度の9月に学校に調査をかけまして、傾向を把握いたしま

した。高宮町内にはそういう子供は在籍をしないというふうに学校の方

からは上がってきております。今、船佐小学校の方に障害児学級がござ

いまして、そちらの方に子供が2名在籍をしております。以上でござい

ます。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  もう少し聞きたいんですが、今の障害児学級ですね、それとの関わ

り合いはどうなるんかということも少し説明いただければと。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 
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○大下学校教育課長  障害児学級に入級をする際には、就学指導委員会に諮りまして、就

学指導委員の意見を判定をいただきます。ＡＤＨＤ、ＬＤ等の子供につ

きましては、障害児学級の入級の対象にございません。知的な遅れを伴

うということではございませんので、障害児学級の入級対象の障害には

当たらないということで、特に普通学級の方で介助が必要ということに

なります。以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  当然、今の予算は小中学校、幼稚園も含むんだと思いますけども、こ

れは教育委員会全体の中で高校生のレベルでですね、そういった子がお

ることに対する市の対応というのはどんなふうになるんですか。高校生

の年代というんですかね。高校に直接行ってなくても、そういった子供

がおる場合に、教育委員会というか、それは福祉部の方になるんかも分

かりませんが、そこらの対応の連携というのはどんなふうになっとるん

ですか。 

〇今村委員長  教育長。 

○佐藤教育長  はい。そういうようなご心配をお持ちであるということは、私も承知

しておりますけども、基本的にはこれは福祉関係の方で対応していただ

くと。学校教育に関わる、幼稚園教育に関わるということにつきまして

は、教育委員会の方で一番最初に連絡があるだろうと思いますが、その

学齢を卒業された方につきましてはですね、福祉関係の方で取り組みを

していただくと、このように私は受け止めておりますし、またそこまで

はなかなか教育委員会としてもやりたいとは思いますが、限度があるん

じゃないかなというふうに思っております。以上です。 

○熊 高 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  教育委員会の限度というふうに言われますが、ただ実態としてそう

いう子供が卒業した学校としてですね、小学校に行ったり中学校に行っ

たり、あるいは幼稚園も行ったりとか、そういう実態があるというのは

多分ご存知だと思うんですが、そこらが関わってくればですね、当然学

校との連携というのも必要になってくるんじゃないかなと思うんですね。

それはもう社会福祉の方で任すと言われても、当然関わりは小学校、中

学校あるんですね、実際。そこらをやっぱり、かなり先般いろいろ意見

もあってますから、そういったことも含めて学校としての対応という部

分も多少は関わりが出てくるんじゃないかなという気がしますんで、い

ろいろ実態を把握していただいて、そこらの連携というのを取っていた

だきたいなという気がしますんで、これを要望しておきます。以上です。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○松 村 委 員  委員長。 

〇今村委員長  9番、松村ユキミ君。 

○松 村 委 員  86ページなんですが、学校給食についてお伺いをしたいと思います。
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合併をいたしまして1年を経過したところでございますが、各町ごとの

給食センター、なかんずく各自校でやって対応しておられるところとか

いろいろまちまちになっておるところでございますが、今後の方針とい

たしましてはどのようにお考えなのか、お尋ねいたします。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  学校給食の共同調理場もありますし、それから学校にある単独調理場

もございます。その施設がですね、全体的に老朽化をしてきておるとい

う実態もございます。それから学校統合によりまして、今までは何校か

を一緒にそこの共同調理場で調理をしておったけれども、現実には学校

数が少ない中で、そこで共同調理をやっておるというような実態もある

わけですよね。そこで、この問題については、何月議会でしたか、田中

議員の方からですね、今後学校給食について教育長はどのように考える

んかというお尋ねがございました。その時に私が回答させてもらってお

りますのが、学校給食のあり方、あるいは共同調理場も含めましてです

ね、全体的に調査研究をしていって、市内全体の共同調理場はどうある

べきかというようなことについてご意見をいただく中で、市民の皆様に

納得していただけるようなですね、共同調理場等を考えていかなければ

ならない。その場合に、委員の中から調査研究の中でいろんな意見が出

ると思いますが、公設の共同調理場になるのか、あるいはまったく民営

で調理をしたのをですね、学校給食に提供するようになるのかというよ

うなこともですね、ご意見をいただいたならば、それらも含めて今後の

取り組みをしていかなくてはいけないと、このように思っておるんです。

かなりの要望もありますし、そうか言いましても子どもの養育について

ですね、すべて給食をするのがいいのかということについても課題があ

ると思います。そういう点も総合的に勘案しながら、私としてはですね、

全体の市民の納得のいくような方向での動きをですね、させてもらやあ

と。したがって、本年度調査費を計上させていただいとるということで

ございます。 

○川 角 委 員  委員長。 

〇今村委員長  6番、川角君。 

○川 角 委 員  関連はいいですか、別になくても。 

〇今村委員長  今の給食についての関連はございますか。 

○秋 田 委 員  委員長。 

〇今村委員長  じゃあ2番、秋田君。 

○秋 田 委 員  今の学校給食費の予算書の中でですね、86ページですか、報酬とい

うのがですね、今年度は44万8,000円というかたちで計上されているん

ですが、これは昨年は1,713万7,000円という金額だったんです。大幅な

予算減額なんですけども、先ほどの話しもあったんですけど、何かそこ

らの考えがあってのか、あるいは他の方へ入っとるものなのか、お伺い

いたします。 
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〇今村委員長  杉山教育次長。 

○杉山教育次長  給食費の報酬等は八千代町の非常勤の嘱託の調理員さんの報酬という

のがですね、16年度入っとったんですが、17年度はご承知のように業務

委託でやる方向になっとりますんで、委託料へ組み替えさせていただい

て計上をさせていただいております。 

〇今村委員長  よろしいですか。今の関連でございますか。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  今、嘱託員さんいうか、臨時職員さんは八千代だけのように聞いた

んですが、ほかにはおってんないですか。 

〇今村委員長  杉山教育次長。 

○杉山教育次長  ほかにもおられます。八千代町さん、美土里町、それから高宮町の共

同調理場、それから自校式であります甲田の小田小の給食調理場で、そ

れぞれ非常勤の嘱託員さんがおられまして、7名ほどおられた予定にな

っております。 

〇今村委員長  関連はございますか。 

          〔関連なし〕 

         それでは、ないようですので、6番、川角君。 

○川 角 委 員  はい。川角です。一般質問でもちょっとさせていただいたんですが、

非常に今、学校の安全性いいますかね、そこらが非常に問題になってお

るわけです。それで、非常にいろんなところによると警備員を設けたり

と、非常に財政に響くような状況も取られておるわけですが、この安芸

高田市の中ではですね、先般の回答の中ではそれほど予算のかかるよう

な対策というのは、そこでは聞けなかったわけでございますが、この予

算組の中でですね、17年度で具体的にこういう問題についてはどうして

もしとかんにゃいけんのじゃとかいうふうなことがあればですね、ひと

つお聞かせをいただきたいというふうに思うわけなんですね。今までの

説明の中では、どうもそういう文言が出てこなかったというふうに思う

んですが、大変重要なことであろうと思うんですね。ですからそこらが

あれば、ひとつお聞かせいただきたい。よろしくお願いします。 

○上川教育総務課長  委員長。 

〇今村委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  施設設備の方の関係でですね、これまで耐震化を進めていかなけれ

ばならないということでですね、いろいろ一次診断、二次診断の費用と

かを計上、予算獲得の段階でお願いしたりしよったんですが、ちょっと

それがうまくいかないということで、新年度におきましてはですね、学

校耐震化優先度調査ということで700万円ほどをお願いしております。 

予算書でいきますと79ページ。優先度調査というのは、どこの学校が

一番耐震上安全でないかというようなことを表わしてくれるわけです。

それを行う上でですね、耐震については順番を決めて学校の耐震化を進

めていきたいと。 
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それからですね、その節、その際に、学校が開放廊下等で非常に具合

の悪いところがあったりするわけですが、そういうところもそういう開

放廊下の解消もですね、耐震化と一緒に改善をしていくというような方

向で検討していきたいと思っております。 

さすまたとかいうようなものをですね、これは市内の学校に1本ずつ

16年度内に配置はさせていただいたんですが、1本じゃ足らないという

話しもございますので、予算の範囲内でそういうものも、今後検討して

いかなければならないかとは存じております。 

○川 角 委 員  委員長。 

〇今村委員長  6番、川角君。 

○川 角 委 員  はい、川角です。今、答弁をいただいたんですが、具体的にですね、

それほど予算に計上するようなものがというような、それはもちろん、

耐震性についてはですね、これは非常に大きな問題なんで、必要なこと

だろうと思うんですが、犯罪についてですね、非常に今いろんなところ

でですね、頻繁に起きておると。このような中山間地域でもいつどのよ

うなかたちで起きるか分からない状態ですね。それで、やはり警備をか

なりしておる中で、犯罪が起きるのはやむを得ないと思うんですね。で

すが、起きた後で、こうこうだというのは非常に住民なり保護者にとっ

ては大変なことだろうというふうに思うんですね。ですからそこへ行く

までに、ここらをこうなんだという、ひとつの意識付けの中で、やはり

全体をよく見て、ここはこうしとかんにゃいけんというようなのをです

ね、早く調査をし、対策しておくことが必要じゃないかと。そうなれば、

当然予算の中へですね、何某か出てこんと、それはできんのじゃないか

と。17年度では大変16年であれだけのことがあったんだから、17年は必

要ではないかというふうに思うんですが、そこらは今の答弁の中にはな

かっような気がするんですが、いかがでしょう。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  はい。前回も同じような質問がございましたけれども、私として考え

ておりますのは、さすまたの話しを前回させてもらいました。それは、

外部から来たときに、防ぐという意味での対策でございます。完璧にし

ようと思いましたらね、刑務所のようにしないとですね、できんのんで

すよ。それで、そこまでをやるだけのですね、財政規模等も私も考えて、

そりゃあ、そうしてほしいんですよ。警備員を置いて欲しいんですよ。

テレビカメラを付けて欲しい。そりゃあ当然思いますが、今私の方とし

て考えておりますのは、まず戸締まりをできるところはきちっと戸締ま

りをしなさいと。今まではほんま、どういうんですかね、鍵のかかると

こでもかけずにおったんですけど、緊張感を持ってやりなさいと。それ

から防御対策をやりなさいと。それからシュミレーションをしっかりや

りなさいというようなところで、ソフト面で対応していきたいと。ただ

し、それだけではどうしても不充分なところがありまして、それはどこ

か。それは開放廊下のある学校なんです。これはどっからでも入れる。
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それで、そこのことを念頭においてやらなければいけないんですが、ま

ず最初に耐震の優先度調査をやって、そしてそれとそれから今の開放廊

下の危険を防ぐことをどうするかということを相互に勘案しながら、も

しそれをこりゃあどうしてもやらにゃあいけんということになりますと、

耐震も危ない、それから開放廊下でもあると、校舎も傷んでおるという

ことになりますと、改めてですね、予算要求もする中で、学校の整備と

いうことをしていかないと、校長も学校をきれいにせい、きれいにせい

と言われてもですね、あまりにも言われとったらもうやりようがないん

ですよ。意欲を出してやってもらえることの条件整備を教育委員会の責

任としてやりたいと思っておりますので、まず最初に耐震の優先度調査

を予算計上させてもらったということであります。これで危ないという

ことになりますと、今度は本格的な調査をし、そしてその調査をもとに

今度は大規模改造という、国の補助3分の1があるんですね。それを活用

して大規模改造をしていきたい。そうするとこれが7,000万以上ないと3

分の1の補助がありませんので、大規模改造ということになるとそれぐ

らいすぐかかるんですよね。それも来年やるけえすぐくださいと言うて

もくれんのですよ。2年ぐらい前から早う言いよらにゃあくれませんの

で、段取りを追いながら着実に歩んでいきたい。冒頭申し上げましたよ

うに、派手じゃあないけども地味に行きたいということは、計画をつく

りながら前へ進んでいきたいと。しかしどうしてもいけんときにゃあ、

補正予算でもまたお願いしてでもやってもらわにゃあいけんこともある

だろうと、私は思っております。以上です。 

〇今村委員長  今の件に関して、21番、藤井昌之君。 

○藤 井 委 員  子供の安全性ということでですね、以前も私、発言させていただいた

と思うんですけども、昨年、熊の出没とかございまして、防犯ベルみた

いなようなものをですね、子供たちに持たせてはどうかという提案もさ

せていただいたんですけども、近年ですね、可愛小学校付近にもまた不

審者等がございましてですね、今まで教育長の話を聞いていますと、な

かなか子供のそういった場面にぶちあたった時にですね、なかなか声も

出せないということで、一番身近なもので笛が一番いいんじゃないかと

いうお話しもいただいたわけですよね。そういう不審者とか、また熊の

出没、いろんなことがあろうかと思います。そういったことでですね、

予算的には笛を購入するということも大した金額ではないと思うんです

が、自ら身を守るということの周知をするためにもですね、これはある

程度保護者負担にしていただいても僅かな金額でございますのでね、教

育委員会が予算を立てるか立てないか、これは別にしてもですね、幼稚

園なり、保育所の小さな子供もおられますが、笛を携帯してですね、何

かあったときに子供たちが意思表示するために笛を鳴らすということも、

私は今のこの時代になってですね、いつどこでどういうかたちの中でそ

ういう犯罪に巻き込まれるいうこともありますので、私はそういうひと

つの方向性を持っていったらどうかと思うんですが、そこら辺りのご意
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見をお伺いしたいと思います。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  はい。確かに今の笛のことについても学校の校長の方から話しがあ

ったんです。それで、ああそれはいいことだから、できればこの問題に

ついては個人の持ち物にして購入したらどうかという話しをさせてもら

っております。と同時にですね、私は先般もお話しさせてもらったと思

うんですが、地域振興会でですね、20歳になるまではうちらの地域の子

供はうちらの方で守るんだというような動きをしてもらっとる。だから

地域振興会の方にして下さいというんじゃないんです。そうでなしに、

子供は学校、そして保護者、地域みんなでひとつ守っていくんだという

気持ちをですね、持ってもらえるように学校は動きなさいと。だから、

学校に来てくださいと言うんでなしに、学校も外へ出て行きなさいと。

そして地域のいろんな人と話をしたり、地域の人に知ってもらったり、

そういうような動きをしながら保護者の人も、地域の人もどこの子で、

この子はどうなんだというような、声も掛けてもらうし、フォローもし

てもらうというような動きをですね、それを安芸高田の｢かがやき｣プラ

ンの中で協力して育てる協育というように、ひとつの柱に掲げさせても

らっとるのはそこなんです。だから、今から特色ある学校づくりの中で、

校長がですね、行き帰りに近所の人のおじいさん、おばあさんの名前を

5人覚えなさいというようなことをとおしながら、あるいは何人かへお

手紙を書きなさいというようなことをとおしながら、地域の人に知って

もらったりなんかして、交流も深めながら育ててもらうと同時に安全も

一緒に確保してもらうということを進めていきたい。特に子ども110番

いうのができとるんです。できとるんですが、そこのお宅ができたとき

には元気でおられたかもわからんけども、その内にはもう床へつかれた

というようなとこもありますから、そういうような、もう年々ですね、

関わって、新しいとこへなってもらうとか、そこがどこにあるんかとい

うことを保護者も知ってもらわにゃあいけんし、子供も知ってもらうと。

そういうことで安全確保ということについてもですね、総合的に考えて

いかなくてはいけんのじゃないかなというように思っておりますんで、

議員の皆さん方もですね、そういう意味で力を貸していただいたら、私

たちは大変助かると思っております。以上でございます。 

〇今村委員長  暫時休憩といたします。再開は11時20分から行ないます。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１１時１０分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

午前中で質疑を終わりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは質疑を求めます。 
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○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  たくさんありますんで、やらせていただきますが、まず20ページの1

項の使用料の関係で、体育施設使用料で、新しくできたプールの収入を

800万あまりというふうに話しをされ、200万はサンフレッチェの方から

ということ。あとは市民から600万ぐらいというような話しだったと思

いますけども、そのサンフレッチェとの200万の費用をもらうための契

約かなにかあると思うんですよね。そのことの内容と、市民の使用する

600万の根拠、これは設置管理条例の時もいろいろ聞きましたし、その

中で私は数字を勘違いしておりましたけども、同僚議員から訂正をいた

だいたり、そういった経緯もありましたんで、よく覚えておられると思

いますが。その辺のことについて再度詳しい説明をお願いいたします。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  ただ今の使用料についてのお尋ねでございますが、サンフレッチェ

の方とは契約はまだでございます。現在聞いておりますのが200万、プ

ールで使用料をいただこうということになっております。 

それから、一般の使用料618万8,000円の内訳でございますが、これも

12月の定例会の時に次長の方からも説明があったかと思いますけども、

現在、使用料、大人が400円、子供200円でございます。子供を7,800人

みております。大人を1万8,200人みております。その内、子供であると

か、障害者の関係、その他減免の関係がございますので、その人数の

70％をみて618万8,000円というふうに計算をしております。見込んでお

ります。以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  熊高君。 

○熊 高 委 員  使用の内容も確認せずに200万というのがどうやって出るんかという

ことが1つ不思議に思います。そして市民の使用料、これはその運営の

計画の中の計算根拠というふうに今も言われましたが、それは基本的に

は分かりますけども、先般の次長の説明では、運営は地域財団にすべて

任せるんだというふうにハッキリ言い切ったんですね。そういった中で、

この間、福祉保健部の方の意見を聞きましたら、市民の健康増進のため

に行なうんだということで、地域財団にすべて任せたということは確認

してないということですが、横の連携も取れてないし、さっきも休憩中

に言いましたが、教育委員会と福祉部というのは全然けんかでもしとる

んかなという気がしますけども、そこの連携の様子はどうですか。それ

についてお聞かせ願いたいと思います。 

○沖野教育参事  委員長。 

〇今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  今のことと直接関係はないかと思いますけれども、福祉保健部との関

係で申し上げますと、福祉保健部の方が保育所の方を管轄しておりまし
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て、教育委員会が幼稚園を管轄しておるんですけれども、同じ小学校へ

入ってくるということで、昨年からですね、小学校へ入ってくる子ども

たちということで、お互いに研修をさせていただくという機会を設けま

して、また校長もですね、出席をしてもらいましてですね、小学校の時

の様子等を交流しておるといったようなところが、現在のところ行って

おります。これから先ほどのような件もございますので、連携の部分を

ですね、広げていくことをしていかなくてはいけないというように思っ

ておるとこでございます。 

○杉山教育次長  委員長。 

〇今村委員長  続いて、杉山教育次長。 

○杉山教育次長  この前の説明の中で、私の方から事業団へすべて任せるというふうに

説明をしたということも含めましてですね、今回、温水プールの管理運

営につきましては、事業団との事前協議の中においてですね、インスト

ラクターの人材確保をしていただくということが課題になっておったわ

けでございますが、その後インストラクターの雇用が可能になるという

ことで、事業団での水泳教室等の事業運営をしてもらいたいということ

の意味で答弁をさせていただいたわけでございますが、教育委員会がす

べて事業を放棄するということではなくですね、今後は子どもから年寄

りまでの体力向上や健康づくりのための教室も企画しながら、幅広い利

用者の拡大を図っていきたいと考えておるわけでございます。前回の説

明不足があったことについては、深くお詫びをいたしたいと思います。 

温水プールは生涯スポーツを推進し、市民の健康の維持増進、それか

ら市民の交流の場として活かすために建設をされたものでありまして、

教育長がその時も答弁いたしましたように、現在のプールの運営にあた

っている方や学校、スポーツ団体、コミュニティ協議団体あるいは福祉

保健部等の関係者等による運営委員会を設けて、今後有効活用を図って

いきたいと、そういうふうに考えておりますので、ひとつご理解のほど

よろしくお願いいたしたいと思います。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  今後の取り組みの姿勢については、それぞれ参事さん、次長さんに

話をしていただいたんで、期待をして見せていただきますが、最初の質

問の原点に戻って、数字的な根拠ですね、サンフレッチェの200万、こ

れはまったくその協議をせずに決まるわけはないと思うんで、その経緯

をしっかり確認をしたいということと、市民の618万8,000円というお金

は、これは当然運営を委託する事業団とですね、事前に多分まだされて

ないんだと思うんですけどね、そういった打ち合わせは。だからそこら

も含めてしっかり今、次長言われたように、幅広く広げていくというこ

とですから、連携をしっかり取っていただいて、これが少しでも上がる

ようなですね、取り組みを是非していただきたいというふうに要望して

おきます。 
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○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。先ほどの熊高議員さんのサンフレッチェの方からの200万の使

用料ということでございますが、関連的に生涯学習課長の方と私の方で、

今までのいきさつ経過がありますんで、財政面の方からですね、財源の

確保という観点から、この度サンフレッチェの方に要望させていただき

ました。承知いただきますように、サッカー公園の管理につきましては

ですね、芝の管理で2,000万、またサッカー公園の財団で2,200万、計

4,200万の管理経費で現在3,500万の収入を得させて、使用料をいただい

ております。その後また、天然芝の方では、またそれ相当のですね、夜

間照明とか、ユースが使ってますんで、300万ぐらい上がってきてるん

じゃないかなというように思っております。今回、サンフレの方にお願

いさせていただきましたのは、その使用料でですね、単価契約をします

と非常に年間の使用体系というものは本当に微々たるものの数字になろ

うと思います。場合にしましても40人が動かしていただいてもですね、

非常に大きな金額は上がりません。全体的なプールも使用していただく、

また、今のサッカー公園も管理する立場からですね、多少は今までも要

求は年々させてきていただいとった経過があるわけです。そういう状況

を踏まえさせていただいて、今回基本的には我々3,800万ぐらいのです

ね、全体の枠で今4,200万、またプールも多少使用しますし、そういう

リラックスルーム等もございますんで、そういう状況だったんですが、

今日のサンフレの財政というところもですね、いろんな角度で今期はち

ょっと難しいということで、200万のですね、金額を定めさせていただ

きました。だから、プールだけの使用ということになれば、この200万

だけの数字は上がって来ないと思っとります。当然、プールの使用の管

理経費が4,000万以上かかりますんで、そこの2つの節が8,000万ですか

ら、できるだけの財源を確保したいということでですね、生涯学習課の

方と向こうの方の企業の方とですね、調整を取らせていただいて、一応

今年度につきましては200万ということで、合意を今させていただいて

おります。今後の契約的な事務作業につきましては、現時点の3,500万

の契約をさせていただいとるものをですね、そのもとで変更的な収入財

源の確保に努めたいというように思っております。以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  状況は充分わかりました。財政のかなり支援になっていただいとると

いうことも総務部長の前からの説明で十分理解しましたし、大きなウェ

イトを占めとるということで、当然サンフレッチェ、私も捉えとるよう

に、市としての大きな財産でありますから、それをしっかりサポートし

て活かしていくというのは、私の方もしっかりそういった方向で続けた

いというふうに思いますし、ただ、サッカー公園にしても、プールにし

ても、市民との今後の使用状況になるんですね。ですからサンフレの選
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手あたりと一緒にトレーニングなりできるのは、むしろ市民にとっては

いいことかもわかりませんし、逆にサンフレの人にとっては煩わしい部

分も出てくるかもわからんですから、そこらの市民とサンフレの皆さん

とのうまく交流できるような接点も含めてですね、使用の仕方というの

は今後充分検討していただく必要があるんかなと。そういった意味でど

ういった使い方の方向を出すんかなということも含めてですね、聞かせ

ていただいたんで、これも今後の大きな課題として検討していただくよ

うに要望しておきます。以上です。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡等君。 

○亀 岡 委 員  関連してお尋ねをしておきたいと思うんですが、すべてこの計上さ

れとる予算には、今お話しがありますように、それなりの根拠があるわ

けでございます。ただ、考えてみますのに、全市民といえばそれまでで

すが、実際には不特定多数を予想してですね、できるだけいうことにな

っていくと思うんですよね、このプールの利用についてはですね。それ

で、非常にですね、どういいますか、不確定的な要素がありますし、一

口に言いますと数でわからないと。やってみにゃあわからんというのが

ありますね。私たちはやっぱりこれはですね、このプールをつくってき

た基本的な考え方、またこれからやっていこうとされる努力ですね、そ

ういった方向性等、一応ですね、理解をしてやっていかにゃいけんとい

うふうに思ってますが、基本的にはですね、やはり努力目標と。今上が

ってる数字はですね。そういうかたちで私たちも承知していかないとで

すね、やってみにゃあわからんという部分が随分ありますね。ですから

重ねて言うようで失礼なんですけども、しっかりひとつ今の方針の中で

ですね、その実績が上がってくるように、しっかり市民にも働きかけ、

特に福祉保健課の方からの話しもありましたが、例えば今度介護予防の

視点観点からもですね、そういった面の利用とか使用とかいうのは、や

っぱりですね、あるもんですね。いろんな面で市民に積極的に働きかけ

をされていく、そういった大体の目標数字であると、私は受け止めてい

かにゃあいけんのじゃないかというふうに思っていますが、そこらの点

について、いかがですか。 

〇今村委員長  対応策について。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  利用については先ほどおっしゃっていただいた面も、いろいろ我々

も検討をしながら実施をしていくということは、必要であるというふう

に認識をしております。現在のところオープンをいたしまして、10日間

で、昨日までの10日間で766人利用されております。平均で1日76.6人と

いうことでございますが、4月以降、金額をいただくということになり

ますと、どうなるかなということは思っておりますけども、それ以後に

つきましてはいろんな先ほどご指摘のありますようなものを含めまして、
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利用が上がるような方策を取っていきたいというように思っております。 

運営委員会でありますとか、各種ＰＲでありますとか、いろんな方法

を取って参りたいというふうに思っております。なお、次長の方からも

ありましたように、4月以降、指導者等の配置もさせていただきまして、

より効率的な利用ができるようなかたちにさせてもらいたいというふう

に思っております。ご指摘の点は充分注意しながら運営をして参りたい

というふうに思っております。以上でございます。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○山 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  15番、山本三郎君。 

○山 本 委 員  はい、15番、山本です。生涯学習課になろうかと思うんですが、スポ

ーツ推進団体のことですが、今後一元化を目指すというように考えてお

られるようでございますが、そのスポーツ団体の一元化の調整をどのよ

うに考えておられるか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  スポーツ団体の一元化といいますのは、おそらく体育協会のことでは

ないかと思いますけども、16年度は各町にありました体育協会を形上は

統一していただきまして、安芸高田市体育協会の組織はできあがったわ

けでございますが、16年度はそれぞれの地区体協、各町の体協ごとに活

動をしておられたと思います。それで、組織上はできておりますので、

17年度につきましては、補助金の交付いいますか、補助金の関係で市体

協1本に補助金を出していきたいというふうな思いを持っております。

まだこれは体協の方とはまだ話しをしておりませんので、こういった補

助金の交付の段階から、今の実質的な一本化になるような取り組みをさ

せてもらいたいというふうに思っております。以上でございます。 

○山 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  15番、山本君。 

○山 本 委 員  この体育協会でいろいろ各スポーツ団体で、いろいろ陰ながら指導を

しておられる指導者ですよね、この指導者に対しましてやはりどのよう

なね、指導方法でどれだけ親身になってやっておられるというのを充分

に把握した上の、今後の安芸高田市の将来、素晴らしいスポーツの少年

少女が育つようなね、育成いうことになりますと、その指導者の陰なが

ら、どういいますか、補助金をですね、目当てでなくしていろいろ指導

されとる熱意ある指導者がおられるわけですよね。そういう方に対しま

して、やはりこの教育委員会の中の生涯学習課の関係でそこらを充分励

ましをね、姿勢をもって、この安芸高田市のスポーツ推進に私は力を与

えていただきたいということをこの予算委員会で付け加えておきますの

で、よろしくお願いいたします。 

〇今村委員長  答弁は要りますか。 

○山 本 委 員  お考えを聞かせて下さい。 
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○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  貴重なご意見と承りまして、充分注意をしていきたいと思っており

ます。なお、我々も国の制度、あるいはいろんな各種制度を活用いたし

まして、安芸高田市に何らかのかたちで費用が下りるようなことを考え

てきてはおりますけども、16年度から新たにできました事業も取り組ん

で委嘱事業ということでありますので、この会計上には出ておりません

けども、スポーツ少年団に対しての指導謝金が取れるようなかたちの制

度を組み入れてきております。16年度、年度途中でありましたので、僅

かでありましたが、17年度、それから3ヵ年予定でありますので、18年

度まで目一杯いろんな指導者の方に行き渡れるような申請手続きをさせ

てもらいたいというふうに思っております。よろしくお願いします。 

○藤 井 委 員  委員長。 

〇今村委員長  21番、藤井昌之君。 

○藤 井 委 員  公民館費についてお伺いしたいと思います。実は第2庁舎建設に伴い

まして、今調査研究してるとこでございますが、これもこの今後の成り

行き、スケジュールを見ますと、今年度にですね、吉田町の公民館を撤

去して、その跡へ建設ということになってるわけでございます。この予

算書を見ますと、公民館費、吉田公民館費予算上がってるわけでござい

ますけども、実は先般の自治振興部でも若干お尋ねをいたしまして、こ

の後の代替施設については所管が教育委員会ということで再度お伺いし

たいと思うわけですけれども、この第2庁舎建設に伴って、今の吉田公

民館での生涯学習、また公民館活動、そのためのいわゆる代替施設の取

り組み、今後の方向性についてお伺いしたいと思います。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  17年度の予算で社会教育施設管理費の中に計上させていただきまし

たけども、公民館の代替施設、公民館活動をするための代替施設といた

しまして、現在考えておるところは、ＪＡ吉田支所、旧吉田支所でござ

いますが、そこの施設。それからその隣にあります旧法務局の施設、そ

れから少し場所は離れますけども、旧食糧事務所の建物、こういった3

ヵ所の施設を代替施設として、現在の公民館の立替期間中、この施設を

借りて今後の活動をしていきたいと思っております。以上でございます。 

〇今村委員長  21番、よろしゅうございますか。 

○藤 井 委 員  はい。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。先ほどですね、社会福祉課の関係等もいう話しがあったんで、

ちょっとそれに付随するんですけど、放課後児童保育、これが今非常に

問題になってまして、実際に裏の方からですね、いろんな要望が出てい

ます。その中で受け入れ先はやはり小学校ということでですね、ご意見
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が非常に多いというふうに思います。そこでですね、お聞きするんです

けど、この学校管理費ということで、今回上がってる中にですね、その

ようなことについての取り組みとかですね、やはり縦割りじゃなしに横

との連携ということも先ほどから出てますけど、取り組み、また方針で

すね、方向性はどういうふうに教育委員会としては考えられるのか、そ

れをサポートしていこうとしてるのか。それともまったくそれはそれで

児童福祉の方でやってくれというふうになってるのか、その辺りについ

てお伺いします。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  要望があるということについてはですね、我々の方も掌握しており

ますけども、確かに両方が活用できるようなスペースがあればですね、

それは活用してもらって大変有効だろうと思いますが、予算計上する場

合には、これは学校の施設管理でなしに、これは別項目で予算計上して

もらいたいと、このように思っております。そうしないと何もかにも全

部学校長が責任を持つということになりますとですね、限度があるだろ

うと思いますので、そこは思っておりません。ただ、学校施設の活用を

言った時にですね、今年はこの学級はないから部屋が空いとるけども、

来年はまた新しく入ってくる子どもがおって、その教室をつくらなくて

はならないというようなとこがあると、1年でそれが終わってしまうん

ですよね。そこでね、別に施設があれば、そういうところの施設を継続

的に活用した方がいいんではないかというようにも思っておりますが、

永久的に例えば1学年が3クラスあったのが完全に1クラスになったとか、

そうすると、小学校で言うたら三・六の18教室あったのが6教室で済む

ようになると。かなりの教室が空くわけですから、そういうことにはフ

ルに活用できると思いますし、地域の学校によってはシルバーの活動を

そこでやっておるという学校もございます。今の現状の中ではですね、

ギリギリ一杯教室を活用しておりますので、そこのところの調整をです

ね、福祉保健部とやらせてもらっとる。予算計上については別個の方向

が、私はいいだろうというように思っております。相談があったときに

は全然受け付けないという姿勢は毛頭持っておりません。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  委員長、2点あるんで質問だけ先にさせてもらっていいですか。1点

はですね、79ページの教育総務費の関係で英語指導助手招致事業ですね、

これは14、5年経つんかなという気がしますけども、合併の町村のこの

事業にかかる未調整事項確認表というのをもらっとるのに見ますと、5

人のＡＥＴ（6町をカバーする）と(1人のスーパーバイザーの体制に向

け調整)ということで、計6名ということの配置ということで、今年も計

画されとるんかなという気で聞かせてもらっとるんですが、昨年1年、
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合併してからそういった連携というのも、以前も取られておったんでし

ょうけども、そういった流れの中で新しくどんなふうにしていくのかな

ということの方向を聞きたいというふうに思います。 

もう1点は、83ページの社会教育費の中で成人式を今年も市でやると

いうことで、昨年の状況のどういうふうな成果であったとかいうことを

踏まえて今年はどんなふうにされるのか。というのが、地域のその成人

式に出た人に意見があったのが、全体でやるのもいいけれども、その全

体プラス旧町単位というんですかね、学校単位というんですか、旧町の

中学校、そういった会もしてほしいなというふうな意見もあったんです

ね。その辺をどんなふうに把握をされておるのか、お聞きしたいと思い

ます。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  英語指導助手招致事業についてのご質問にお答えしたいと思います。

新しくどんなふうにしていくのかということでございますが、5名体制

とスーパーバイザー1名ということでありますが、ＡＬＴにつきまして

はただ今5名ということでございます。 

平成16年度の実態といたしまして、それぞれの学校が、例えばある学

校は1ヵ月に1時間しかＡＬＴとの英語活動ができない。ある学校は週1

を確保しているというように、非常に時間数がまちまちでございました

ので、まず時間数のすべての子どもたちが週1、もしくは2週間に1回、

ＡＬＴとの授業ができるような時間割に組み替えをさせていただきまし

た。それから教育内容におきましても指導内容ですけど、それぞれがＡ

ＬＴがですね、各自の思いでやっているという部分もございましたので、

平成17年度に向けましては、小学校1年生から小学校6年生までの英語活

動につきましては、共通のプログラムをつくっていきたい。カリキュラ

ムをつくっていきたいというふうに考えております。そのためにＡＬＴ

とのミーティングを週の時間の中にきちんと位置付けまして、その研究

を進めて参りたいと考えています。英語教育といいますと中学校という

ことが中心になっておりますけれども、来年度はその素地であります小

学校の英語活動をしっかり充実させまして、実践的にコミュニケーショ

ンをしていこうという気持ちでありますとか、意欲でありますとか、基

礎をですね、培うべくカリキュラムの方、考えていきたいというふうに

考えております。以上でございます。 

○熊 高 委 員  新しい方向というか、低学年も含めてという方向で、是非そういっ

た方向がいいんだと思ってますし、英語というものの社会のニーズが高

まっておりますので、是非ともそういった方向でということですが、さ

らには高宮の状況しか私はわかりませんけども、文化的な交流とかです

ね、人的交流とか、そういったものも非常によくやってくれてますんで、

そういった面でも非常に広げるような方向でということで、是非ともお

願いしたいということを要望しておきます。 
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○大下学校教育課長  ありがとうございました。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  成人式の件でございますが、合併後は1ヵ所でやろうということで、

16年度につきましては1ヵ所で、農協本所で開催をさせていただきまし

たけども、その時に言われるように、そういった意見もございました。

アンケートを取った結果によりますと、そういった意見もありますし、

食べるものが何か欲しかったとか、写真はそれぞれの旧町ごとに撮って

欲しかったとかいう意見もありました。我々としましては1ヵ所でやろ

うという、合併後はそうしようという話しを活かしていくということに

なりますと、いろんな意見もあるとは思いますが、17年につきましても

1ヵ所、昨年のような形式でやっていったらどうかというふうに思って

おります。なお、成人者は昨年もそうでありましたが、一たん集まって、

今度はやはり旧中学校単位いいますか、そのグループにまた分散される

と。じゃあ昨年はＪＡ吉田でやりましたけども、帰って我々はまた集ま

ろうというような同窓会的なものになっているのが大半でございました

関係上、やはり1ヵ所いいますか、全体で一応市としては開催をしてお

って、あと成人者がその後に分かれられるような時間帯も短くするとい

うことも、とっていく必要があろうかという感じもしております。今の

ところ、考え方としては全体でやりたいというふうに思っております。

以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  成人式だけの予算を改めてさっき聞き漏らしたんかもわからんです

が、聞かせていただくのと、昨年私、不幸があって成人式に出席できな

かったんで、状況はわからんのですが、講師に講演会がありましたよね。

有名なタレントさんが。だからそこらの予算もかなり要っとるんだろう

と思うんですね。だからそういった中身で本当に満足したんかどうか。

講演会自体は良かったというふうな話も聞いておりますが、それだけの

投資効果が本当にあったんかどうかという面も再チェックしていただい

て、私が要望するのは、できれば今日も分室長いらっしゃいますから、

それぞれ1ヵ所に集まってやるという意義は大きいんですね。ですから

それをまた分室単位でですね、予算をいくらか分けてでも、その分室で

の取り組みというのをすることが、地域に逆に根ざしたきめ細かい成人

者との接点というのは深まってくるんじゃないかという気がするんです

ね。ですからそこらはいろんな考え方があろうと思いますが、昨年行っ

た成人者は少なくとも先輩の成人者のイメージを聞いとるんですね。今

年は随分集まってバッと分かれたよと。何か暖かみがなかったというよ

うな話しをするんですよね。前は町単位でやって非常にいい盛りあがり

があったとかいうことも聞いとるんで、そこらを充分検討していただい

て、分室長も加わってですね、検討していただきたいということを要望
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して終わります。予算だけちょっと。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  成人式の関係予算は、17年度279万8,000円を計上しております。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  続いて、入本君。 

○入 本 委 員  細かい分はさておきまして、学校教育におきましては、教育いう言

葉が教えるから、協働の協という協育に変わったというかたちで、非常

に教育委員会の方も教育一課じゃなくて他の部と情報交換しながらやら

なければいけないという中で、先ほどの防犯の問題でございますけど、

これは皆さんが市民がよく勘違いされとるのは、通学区域の問題ですよ

ね。通学路は学校の教育委員会の管理か、それとも個人の責任かという、

地域の責任かという問題もあろうかと思うんです。それで先ほどから言

われるように、協力と言いながらやはりその地域の方、また老人会とか、

先ほど言われました振興会、それからスポーツ少年団、ここらのですね、

ひとつ情報交換をする場所をですね、年に1回は最低持ってもらうとい

うことは、私は前から言ってたんですが、学校側がどうしてもそれを実

施されてないというケースがあるんですが、これは必ず年に1回はです

ね、今からは地域を含めた子どもの安心安全というものが、また負荷さ

れましたので、協育もしかり、安心安全の面からみても、これは必ずそ

ういう情報交換をする場所を、教育委員会が音頭をとってですね、やっ

てもらいたいと。それについての考えがあるかどうか。 

それと先ほど言いましたように、地域の皆さんにですね、また保護者

に、学校というものは学校の責任はここまでで、一応学校の責任はここ

から離れると。校門を出たら自己責任、保護者の責任という、ひとつの

明文化もある面では必要かと思います。その点もはっきり答弁をお願い

したいと思います。 

先ほど成人式も出ましたけども、これは成人式は今年も吉田でやられ

るんか、場所だけをお伺いします。 

それからこの度の文化ホールがあるわけですが、この中に教育委員会

の方にも文化というものが非常にウェイトがあるはずなんですが、意外

に予算的にも少なくてですね、現在、神楽でも田楽においてもですね、

歴史、文化、伝統、また吉田町の屋台の分にしてもですね、子どもさん

がやっとられるという、そういう貴重な伝統文化をやられとる予算付け

も非常に少ないと思うんですが、その点について、文化ホールがどうい

う役割をするのか、またどういうかたちのものを今市の方に要望されと

るのか、伺うものでございます。 

それとスポーツ関係でございますけど、サッカーとかハンドとかカヌ

ーとかあるわけですが、応援をするというふうに書いてあるんですけど、

これは知・徳・体の体の方でですね、やはりまだサッカーも学校にない
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し、ハンドボールもないし、カヌーもこれは各町の独特なものに、今な

っとるわけですが、将来これをどのように教育現場に指導していかれる

のか、また広めて行かれようとしているのか、その方向性を伺うもので

ございます。 

それから、これも図書費の方も、これも文化と言やあ文化かもわかり

ませんけども、これ需用費が非常に少ないと。これは今図書館が2つ出

とるんですが、これは基準はどのようにして需用費を決められてるのか、

これを伺います。 

文化の中でもう1点、甲田町に資料館があるんですが各町にもこうい

う資料館があろうかと思うんですが、吉田には非常に素晴らしい資料館

があります。運良くか運悪くか分からないんですが、今中電の跡地に、

今こちらの分庁ができとるわけなんですが、これは購入予定がないとい

うふうに言われとったんですが、やはりこれは資料館としてですね、学

校教育、また一般の人もですね、そういうものを市として1ヵ所にまと

めてですね、教育現場、または郷土の歴史を勉強するという意味でもで

すね、中電の跡地利用はですね、非常に隣接しとって非常にいい場所で

はないかと思うんですが、その辺りのご回答をお願いしたいと思います。 

それから、国際交流ですが、先ほど英語、英語というのがあるんです

が、やはり子どもの時点でですね、一度海外に行ってみて、言葉が通じ

ないというのを体験するのが勉強意欲に一番つながるのではないかと思

うわけです。ここにニュージーランドとかシンガポールとかあるわけで

すが、これは全市を対象としたものではなかろうかと思うんです。しい

てはですね、教育委員会も思い切ってですね、学年を決めてですね、夏

休み等を利用してですね、民泊というひとつのものを利用しながらです

ね、海外の体験学習はですね、やっぱり安芸高田市として特色ある教育

としてですね、やはり現地に行って体験させて、それを深めるというの

が非常によろしいんではないかと思うんですが、その点についての考え

をお願いしたいと思います。大体、時間が12時までということだったん

ですが、ひとつその点をお願いいたします。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい。ただ今のご質問の内、地域との連携による安全の確保という

点と、それから最後の国際交流の2点について、まずお答えをしたいと

いうふうに思います。この1月から確かにうちに入ってきた情報も、安

芸高田市内でも不審電話、それから声かけ事象、全部で5件もございま

して、本当に担当者は3日に1遍、学校に緊急ファックスを送って指示を

しなければいけないというような現状でございます。是非、地域の方の

力をお借りしないと、子どもの安全というものは守れないということで、

私たちも私も認識をしております。今、実際の動きといたしまして、子

ども110番の家がございますけれども、平成14年度の名簿が警察署との

連携によりまして明らかになりましたので、協助員さんとの連携も含め
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まして学校の方で子ども110番の家の方に、17年度継続をしていただけ

るかどうか、ご挨拶に回るということを校長会の方で指示をいたしまし

た。地域の方とともにですね、子どもを守っていくという、今、具体的

な動きを始めております。また、地域振興会によりましては、子どもの

登下校を一緒に歩いていただきまして、みていただいているところもご

ざいますし、子ども安全パトロール隊というのを発足をしていただき、

地域を挙げて子どもの安全を守ろうというふうな会をつくっていただい

ているところもございます。先ほど委員さんのご指摘いただきましたよ

うに、学校の安全を守るためにですね、ための連携の動きを検討して参

りたい。具体的に検討して参りたいというふうに思っております。 

それから、国際交流の件でございますが、ただ今ニュージーランドに

ついては、高宮中学校がダーフィールドハイスクールというところと姉

妹校を結びまして、交流を活発にしております。この度ニュージーラン

ドのセルウィン町の町長さんの方からですね、事前にちょっと打診をす

るんだけれどもと、もう少し交流の枠が広げられないかということで、

お尋ねがございました。今、中学校の校長等と相談をしているところで

ございまして、拡大をしていくという方向で考えていきたいというふう

に思っております。以上でございます。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  それでは、入本議員のご質問にお答えをさせていただきます。成人

式の場所についてでございますが、予算上ではＪＡ本所の場所借上げと

いう計上をしております。なお、会場につきましては、16年度もそうで

ありましたが、17年度につきましても教育委員会議等でいろいろな協議

をしながら設定をさせてもらいたいというふうに思っております。 

それから、図書費の関係でございますが、需用費の基準があるのかと

いうことでございましたが、基準というものは特段ありませんけども、

経費節減に努めておるという状況でございます。 

それから資料館の関係でございますが、甲田に郷土館がございます。

かなりのたくさんの資料がございますが、非常に古い建物に入っており

ます関係上、昨年も台風でかなり外側が傷んだところもありますけども、

確かに資料を集中するというのは、いい方向ではないかというふうに、

我々も思っております。その辺のこともいろんな各方面で検討させてい

ただきたいというふうに思っております。 

もう1つ、スポーツ応援ということでございましたが、現在、ハンド

ボール、甲田の小学校でされておりますけども、会場あるいは指導者、

そういったものが整わないと、なかなか難しい面もあると思います。ま

ず、スポーツいいますか、その競技を知ってもらうところから始めて、

序々に理解者を増やしていくという方向も一番じゃないかというふうに

考えております。以上でございます。 

〇今村委員長  文化ホールの役割はどういうふうなですか。 
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○河野生涯学習課長  文化ホールにつきましては、現在特別委員会の方で進めておられる

と思いますけども、吉田の公民館の代替施設プラスアルファというとこ

ろがあろうかと思いますけども、その辺は今いろんな点で検討されてお

られますので、我々としましては、中核的なホールをお願いしたいとい

うふうに思っております。以上でございます。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  入本和男君。 

○入 本 委 員  もう時間が過ぎておるので、お願いにして終わろうかと思いますが、

スポーツ少年団の指導者も子どもに関しては非常に性格をよく知ってい

ますんで、それから老人会、振興会それからこの度できました安全推進

室が多分予算が通ればできるかと思いますんで、そこらを含めて子ども

の安全をですね、地域で守れるように、学校の方は対策をされとるので、

地域対応をそのようにお願いしたいと思います。 

それから、成人式はＪＡでということがあったかと思うんですが、や

はりここらももっと幅広い意見を使ってですね、ＪＡの施設を借りれば

借地料も要ると思いますが、要らないとこの施設もあろうかと思います。

そこらをよくこの度の同僚議員の意見も参考にされてですね、もっとオ

ープンな考えを持ってもらいたいと思います。 

それから図書館の経費削減と言われたんですけど、これは経費削減す

るとこじゃないと思いますんで、もっとその充実とこの度の吉田にも図

書館をつくろうとされとる中でですね、やはり充実することによってで

すね、やっぱし本に親しみ、また知識を高めることもあろうと思います

んで、このあたりの考え方を直していただきたいということをお願いし

たいと思います。 

それから、さっき文化の件ですけど、やはり非常に子どもさんがああ

やって神楽とかですね、今の市入とか、それから田楽とか、非常に継承

されてます。非常に資金的にも苦慮しとられます。やはりそこらもです

ね、文化の方にもしっかり目を向けてあげていただきたいと思います。

中にはブラスバンドとかですね、そういう非常に経費を高く自己負担が

ありますので、その辺りもご配慮いただいて、やはり将来のある、また

活力のある地域づくりになろうかと思いますんで、その点のご配慮もお

願いしたいと思います。それから国際交流ですけど、今中学生を対象と

言われましたけども、私は小学生ぐらいからですね、｢ああ、言葉が通

じんかった。勉強せにゃあいけん｣いう気持ちになるのは、やはり小学

生ではないかと思うんです。その辺りも検討していただきたいと思いま

すんで、よろしくお願いしたいと思います。以上で、終わります。 

〇今村委員長  あと、お一方質疑を受けたいと思います。 

○杉 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  杉原君。 

○杉 原 委 員  13番。生徒の防犯の安全と交通安全、先ほどからも出ておるんです

が、美土里中学校のＰＴＡからですね、去る3月の3日付けでですね、私
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の方にも要望書が会長名義で届いておりますね。教育委員会の方へも届

けさせてもらうという内容でですね、受けとるわけであります。それを

受けまして一般質問でも交通安全についてはですね、正した点もあるわ

けでありますが、この予算書とまったく関わりのないものじゃないわけ

でありまして、そこらあたりをですね、教育委員会としてはＰＴＡの要

望書に対して、どのように受け止めておられますかですね、お尋ねする

ものであります。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  はい。先般ですね、ＰＴＡの会長さんを含め、校長先生もおいでに

なりまして、要望書を受けました。そのことは教育委員会の方で工事は

できませんけれども、登下校の安全な登下校についてはですね、建設部

と交通安全対策全体の中でこれは考えていかないとですね、いけんのじ

ゃないかのというふうに思っておりますんで、それぞれの筋の方へは連

携をしました。と同時にこの問題は教育委員会もさることながら、支所

長の方へこういうふうなことがあるよというようなことはきちっと申し

出といた方がいいですよという話しもさせてもらいました。現場も見さ

せてもらっておりますし、カラー写真等もですね、確かにですね言われ

てみればこっちやれば川になる、あっちへやれば山になる、難しいとこ

ろだと思いますが、確かに歩道が狭いということは事実でございます。

これは美土里町だけでなしに、先ほど入本議員さんの方がありましたけ

れども、安全な登下校ということについてはですね、我々もその保護者

や地域の人の声を聞きながら、それなりのところへお願いをして、一体

となってですね、考えていかなくてはならないというように腹に決めて

おりますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇今村委員長  以上をもって、質疑を終了いたします。 

         以上で、教育委員会にかかる調査を終了いたします。 

         暫時休憩といたします。1時15分から再開といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後０時１７分 休憩 

午後１時１５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  それでは休憩を閉じて再開といたします。 

質疑はありませんか。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  はい。教育委員会の人も、早う帰りたかったでしょうが、お許しを

いただいて、例の教育委員会と学校のＰＴＡの関係なんですが、切って

も切れないという状況の中で、ＰＴＡに対してのどのような支援をされ

とるか、把握できるところがあればお知らせをいただきたいと。それか

ら旧町、旧八千代の場合は、教育委員会の方から活動費等々のこともあ



 298

りますんで、そこらあたりのことを踏まえて、やはりご答弁をいただき

たいと思います、よろしくお願いします。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  ＰＴＡとの関係でございますが、現在市ＰＴＡ連合会の方へ補助金

を16年度も出しておりますけども、17年度も予定をしております。なお、

八千代の単Ｐ、小学校、中学校の単Ｐの補助金につきましては、16年度

で終わっております。17年度からは話し合いをさせてもらって市Ｐに統

合するということでございますので、一本化にさせてもらう予定でござ

います。ＰＴＡの研修会、16年度につきましては役員研修等、実施させ

てもらったとこであります。それから、小中のソフトバレー交流会、あ

るいは先般のタウンミーティング等、いろいろな面で協力をさせてもら

っております。食べる、読む、遊ぶというキャンペーンをしております

が、これらも併せてＰＴＡの方に協力をお願いしておるところでござい

ます。以上でございます。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  今の説明で理解はできるんですが、ただ、市Ｐ連の方に補助金は出

しようるよというような答弁だったろうと思いますけど、やはり活動す

るのは単Ｐ単位で活動しようるわけですね。そういう状況の中で今の市

Ｐ連へ補助金がいくら出とるのか、その扱いはどういうふうになっとる

のか、再度お尋ねをいたします。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  市Ｐ連には50万補助金を予定しております。その中で年間研修を組

んでいただくようにしております。以上でございます。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原君。 

○青 原 委 員  あんまりしつこくなってもいけんと思うんですが、やはりこれはど

う言うていいか、地域に根ざした学校づくりとか、いろんなことが言わ

れとるんですが、教育長さんも言われとるんですが、そういう中にあっ

てＰＴＡの存在はかなり大なるもんがあると思うんですよね。そういう

中にあって今の金額が云々言うんじゃないですけど、50万しか出てない

と。今の旧八千代の場合だったら、単独でもあのぐらいは出ておったん

じゃなかろうかというような思いがしとるんですが、もう少しね、ＰＴ

Ａの存在いうのを認識をしていただいて、今までの経緯でいけば教育委

員会もかなりの協力をしとってだろうと思うんですよ。そういう流れの

中で、今から今後、今の防犯のことについてもいろんなことに、いろん

な面について、協力をしていただかなくちゃいけないという団体だろう

と思うんです。それで50万いうのは金額がちょっと寂しいんじゃないか

なという思いがあるんですが、今後どのようにされるのか、再度、答弁
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をお願いいたします。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇今村委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  お尋ねのようにＰＴＡと連携をしながらやっていくことはたくさん

あるわけでございますが、その行事によりましていろんなかたちで支援

していきたいというふうに思っておりますので、ご理解を願いたいと思

っております。 

○今村委員長  青原君、よろしゅうございますか。 

○青 原 委 員  もう1回。課長さんの答弁はそこまでだろうと思うんですが、できれ

ば教育長さんに今後どんなふうにするのか、またこの補助金に対して支

所別に出していくもんかどうか、いうのをお聞きをいたしまして、私の

質問を終わります。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  ただ今の質問にお答えをしたいと思います。単Ｐそれぞれで熱心な

校長を中心とした学校経営に一体となって協力してもらっておるという

ことについては、本当に感謝をしております。それがあってはじめて、

子どもたちが安心して学校にも行くことができますし、生活も勉強がで

きるということは分かっております。ただ、市の教育委員会として、そ

れぞれ単Ｐへ補助をするのがいいのか、市全体に補助することを通して、

安芸高田市としてのですね、結束力を固めるということをですね、主眼

においてやった方がいいのかということを考えた時に、今年市内のＰＴ

Ａの連合会の会長さんが積極的に動いていただいて、ソフトバレーボー

ル大会というのを2月13日に開いてもらったわけですが、大変にそのこ

とがですね、市民のお互いのコミュニケーションを深める上で、私は成

果があったと思いますから、次年度については単Ｐについての補助金を

出すということについては、私はしたくない。それよりか、今話しがあ

りましたように、全市としてのＰＴＡでこんなことをやりたいというよ

うな要望が出た時には、市の教育委員会としても応援をする中で、市民

全体の狭い範囲での人間関係でなしに、幅広い中での人間関係をつくり

ながら、子どもの教育を一緒になって考えてもらうというような動きを

させていただきたいと、このように思っております。以上でございます。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○赤 川 委 員  委員長。 

〇今村委員長  8番、赤川三郎君。 

○赤 川 委 員  8番。2、3点ほど質問しようと思っていたところでございますけれど

も、ただ今の同僚議員の関連するところもございます。同時に、昼休憩

にですね、若干理解もできたところでございますんで、1件についてで

すね、お尋ねいたします。 

まず、通学区域の弾力化についてでございますが、この検討委員会に

つきましては本年度1月の26日に発足されたということを聞いておりま
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すし、同時に新聞紙上によりますと、毎月1回の委員会を持ち、なおか

つ7月頃には答申を受けてということでございましたけれども、教育委

員会の冒頭、教育長さんの言われるのに、18年度については是非実施し

たいという言葉もありました。1月以降の現状についてですね、それか

らこれからの取り組みについて、1件だけお尋ねいたします。 

○沖野教育参事  委員長。 

〇今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  今のお尋ねの件でございますが、1月に弾力化の検討委員会を始めま

して、諮問をさせていただき、そして7月に答申をいただくという予定

の中で、現在進んでおります。現在のところはいろいろな現況のデータ

をですね、まず確認をしていただきまして、通学区域の弾力化というこ

とについてのご理解をいただいた後ですね、3月にアンケート調査を実

施をいたしました。その結果の中間報告を3月の終わりにですね、もち

ましたときに、報告をするつもりでございます。調査の、中間報告の分

析も併せてですね、そこで確認をしていただきまして、さまざまなやり

方があることをですね、ご理解をいただいた後で、その後は義務教育の

充実の方向性ということで、その通学区域の弾力化ということをどのよ

うに考えるかということについてご審議をいただき、そして7月に答申

をいただく予定でございます。それが終わりまして教育委員会の方でそ

れを受けて、来年度それをどのようにするかということを決定をいたし

まして、その後学校への周知をいたしまして、11月には保護者への周知

をし、そして来年度に備えたいというふうに思っております。以上でご

ざいます。 

○赤 川 委 員  委員長。 

〇今村委員長  8番、赤川三郎君。 

○赤 川 委 員  この検討委員会でいろいろと議論されたということは聞き及んでお

りますが、このことについてですね、やはり提案されたのは教育委員会

の方かというように思っておりますし、このことにつきましてメリット

あるいはデメリットについてですね、今、把握されとることがありまし

たらですね、お聞かせいただきたいと思います。 

○沖野教育参事  委員長。 

〇今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  先ほどのご質問についてでございますが、メリットにつきましてはで

すね、今、様々な子ども、あるいは親御さんのですね、要求、ニーズが

ございます。そういったものにですね、弾力化の中で幅広い中で選択を

していただくといったようなメリットが一番中心にあろうかと思います。

特に中学校におきましては、クラブ活動等もですね、だんだんと人数が

漸減をしておりますので、そういった中で成り立ちがたいというような

状況もございます。そういった選べるという部分ではですね、大きなメ

リットがあろうかと思います。 

逆にデメリットといたしましては、自由に、例えばどのように最終的
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に通学区域の弾力化を図るかということにつきましてはですね、様々な

やり方がございますので、それから考えていかなきゃいけないわけです

が、例えば全くフリーにする、そういうようなことも1つにはあるわけ

です。もしそのところのものがなされるようになったとしたらですね、

むしろ地域におけるところのですね、学校あるいは今、市長さんが考え

ておられるところのですね、コミュニケーションをしっかりとしていく

中でですね、地域づくりをしていくということについてはですね、非常

に困る部分が出てくるんじゃないかというふうに思っております。 

したがいまして、市の方針というものをしっかりと受けながらですね、

現状をしっかりと見ながら、そして様々な方法の中で何が一番いいかと

いうことを考えて決定をしていかなければならない問題であるというふ

うに思っております。 

○赤 川 委 員  委員長。 

〇今村委員長  続いて、赤川三郎君。 

○赤 川 委 員  これからですね、いろいろ議論されまして、最終的には答申を受け

られて、また判断されることと思うんですけども、さらにその小規模校

にですね、そういったことが、なお小規模にならないような方策をひと

つ考えて欲しいというように思いまして、質問を終わります。 

○明 木 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  続いて、1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。今の学校区の柔軟化に対してなんですけど、それに並行して

ですね、もしそれが行なわれた場合に、例えば通学に対する交通の便と

かですね、その辺り今、バスの関係も検討されてると思いますけど、そ

の辺は横の連携を取られてやられてるんでしょうか。 

○沖野教育参事  委員長。 

〇今村委員長  沖野教育参事。 

○沖野教育参事  今の件につきましては、特に通学ということに関しましては、例えば

通学の援助費とかいったようなこともですね、検討の視野に入れなくち

ゃいけないということがございますので、その辺のところにつきまして

は、議論の中でですね、深めていき、そしてその辺のことを検討して参

りたいというふうに考えております。 

○今村委員長  この件に関する質疑は終わりたいと思いますが、よろしゅうござい

ますか。 

○岡 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  岡田君。 

○岡 田 委 員  18番、岡田です。79ページの特色ある学校づくりの問題でございま

すが、今までいろいろ質疑が出とる中で、学校教育というのは大変難し

い状況に毎年なりよる。今年の方針に基づいてもですが、数年前から学

校教育については学校運営でなしに学校経営と、こういう状況に様変わ

りしとるような状況でございます。したがって、この度の予算もいろい

ろ質疑の中で、教育が先行するんか、経営が先行するんか、分からんよ
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うな議論がなされておるようです。 

ところで、この学校づくりの事業費の1,200万円が、この地域にある

それぞれの地域の特色を活かすためには、この予算配分をどのようにさ

れてるんか、1点お伺いいたします。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  お答えを申し上げます。この特色ある学校づくり事業は、学校の売

りというか、売りをつくり、教育の質を高めるというその狙いと、併せ

まして地域を愛し、自分に自信を持つ、そういう子どもをつくっていく

という2つの狙いがあろうかというふうに思います。それぞれの先ほど

おっしゃっていただきましたように、校長が学校経営の方針を出しまし

て、校長の育てようとする子どもでありますとか、学校でありますとか、

その地域の実情を踏まえながら、そういうカリキュラムを、学校の特色

あるカリキュラムをつくっていくという動きが、今、それぞれの市内19

校でできつつあるというふうに考えております。 

予算配分でございますが、基本的には小学校は40万円プラス児童数掛

ける500円、それから中学校については60万円プラス生徒数掛ける500円

ということで、16年度は積算基礎を持ちましたけれども、ただ、学校の

方から計画書を上げて参りましたものに対して、教育委員会としてヒヤ

リングをいたします。これが本当に費用対効果も考えますし、学校の特

色を活かした予算の使い方になるのかということについて、校長と面談

をいたしまして、若干傾斜配分というか、そういうふうにいたしており

ます。以上でございます。 

○岡 田 委 員  委員長。 

○今村委員長  18番、岡田君。 

○岡 田 委 員  そこで、今の言葉の端を取るんじゃないですが、やはり経営が学校

の教育より、経営の方が先行しとるというように感じ取ったんですが、

そういう理解でよろしいんでしょうか。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  はい。この経営方針というのはいわゆる企業の経営というような意

味ではなくて、教育課程を組んでいくということを学校経営というふう

に申しました。失礼しました。それでよろしいでしょうか。 

○金 行 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  12番、金行君。 

○金 行 委 員  はい、今の関連ですけど、今の校長へ中学校なら60万プラス500円い

うことで、出されると、それでヒヤリングするいうことですが、その内

容はある程度校長の権限と、ＰＴＡ等々の意見も入った内容があっても

いいのか。ＰＴＡとのこの連合ですね、そこを1点お聞きします。 

○大下学校教育課長  委員長。 

〇今村委員長  大下学校教育課長。 
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○大下学校教育課長  校長は教育課程を組む時に、当然ながら地域の実情を踏まえました

り、ＰＴＡの願いも踏まえましたりして行ないます。その結果的に願い

を踏まえながら学校をつくっていくということでございますので、それ

でお答えになりますでしょうか。 

○金 行 委 員  わかりました。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○金 行 委 員  委員長。 

〇今村委員長  12番、金行君。 

○金 行 委 員  他な分でもよろしゅうございますか。すいません、ページ数の87ペ

ージで、体育施設の件でございますが、いろいろ体育施設は立派なのが

あるんですが、また私も一般質問でも何回か言わせてもってるんですが、

水洗化してない施設がございますね、ここらを今からの体育向上、いろ

いろな子どもたちのこういった体育施設の水洗化、非常に必要だという、

当たり前のことじゃというようなことで、私は認識しとるんですが、そ

こらを今後あこをしなさい、ここをして下さいとは言いませんが、各市

内で各その施設で、まだ水洗化になってないとこがあると把握しとるん

ですが、そこらの考えは担当課なり教育長はどう思われますか、お聞き

します。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇今村委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  はい。体育施設のみならずですね、その他の施設でも現在水洗化さ

れていないところがございまして、臭いがするとかですね、いろいろ不

衛生であるとかいうことを聞きます。今、課長に聞きますと、水洗化し

てない体育施設がいくらあるかというデータはすぐは出ませんけども、

そういう方向は持っておるんです。持っておるんですが、今やるべきか。

例えばですよ、下水道施設を今から引く計画があると、その前年に水洗

化しよう思いまして、合併浄化槽のようなかたちをね、取りましても無

駄なことになりますから、そりゃあ待たにゃあいけんだろうと。ただ、

もう1つ、優先度から申しますと、一番閉じこめられた中でのトイレが

ある場合が一番臭いが充満するわけです。そうすると、学校や体育館の

中で水洗化されてないところを、まず先にやらなくてはいけんだろうと

いうようには思っております。屋外にあります体育施設のトイレ等につ

いても、使用頻度が高いというとこについては分かりますが、ちょっと

ですね、一遍にはできませんけれども、そういう方向での考え方は持っ

て仕事をすべきだろうと思いますし、させてもらいたいと、このように

思っております。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。 

以上で、教育委員会にかかる調査を終了いたします。 
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暫時休憩といたします。5分後から引き続いて再開いたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後１時３６分 休憩 

午後１時４１分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩を閉じて再開といたします。 

続いて、人的業務委託についてを議題といたします。 

総務部長から説明を求めます。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。それでは、平成17年度におきます一般会計、また特別会計にお

きます臨時職員等の任用の適正化に対する一般業務委託の関係につきま

して、先日来、提案の中でもですね、ご説明をさせていただきましたけ

ども、今一度整理をさせていただいてですね、ご説明をさせていただき

たいと思っております。 

この問題につきましては、臨時職員、また非常勤職員につきましては、

こうした任用のあり方につきまして、合併前における各町のですね、方

法といいましょうか、任用関係が非常にバラバラであったというのがス

タートの原因でございます。そうはいいましても合併前にですね、この

問題を全部カタをつけてということで、合併するのが本来の筋であった

ろうと思いますけども、そうは言いましても短期間の中でこの問題を精

査するということにつきましてはですね、如何なる時間がなかったんで

はなかろうかというような思いがいたしております。そういう状況の中

で臨時職員さんなり、また非常勤職員さんを特別職として任用し、各町

の差というものをですね、現実面、実態の把握というのは合併協議会の

中で事実をされとるわけでございます。今後、こうした3月1日に合併を

させていただき、合併後の課題としてこの問題をですね、やはり1日で

も早く整理するというのが安芸高田市のスタートの原点ではなかろうか

と思っておりますし、それと同時に市といいますと、やはりある程度の

関係法律等も踏まえた状況の中でですね、いろいろな問題を調整するこ

とが必要であるというように、我々も認識をさせていただいとるとこで

ございます。 

合併後におきましても正規な職員数につきましてはですね、532とい

う他市の、どういいましょうか、類似団体にございまして、非常に膨大

な職員数を抱えておるというのが現実でございます。そうは言いまして

も合併前の旧町のいろんな角度で職員の雇用体系につきましては、正規

な職員をですね、雇用するということにつきましては、いろんな角度で

財源的なこともありましたし、いろんな課題をですね、持っておられた

ものと考えております。 

今回のこうしたことにつきましては、総体的には臨時職員さん、また

非常勤職員さんにつきましてはですね、これまで非常にご無理を言って
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ですね、ご協力していただいたという現実もございますし、本来正規の

職員をですね、配置しなくてはならない状況にありながらも、やはり財

政事情等で臨時職員さん等、また非常勤の職員さんを雇用させていただ

いとったという状況であると思っております。そういう状況の中で、や

はり保育所現場、またあらゆる施設管理の現場におきましてもですね、

現場に新たな混乱を生じさすということは、非常に遺憾なる問題かなと

いうように思っておりますし、市民の皆さんに大変ご迷惑をかける自体

はですね、当然避けて通らなくてはならないと思っております。そうい

うことで、平成16年度におきましては、当初予算でみていただきますよ

うに、臨時職員さんと非常勤職員さん、嘱託職員さんもありましたけど

も、全部の予算をですね、一部にはその管理体制とか、その施設の管理、

そこには非常勤職員さんを設置されたり、それとか、嘱託の保育士さん

等についても臨時職員に全部して、1年間かけてその16年度はですね、

スタートしようじゃないかというのがこの事業の始まりであったろうか

と思っております。そういう状況で、現場におきましては、16年度の4

月のスタートの時点では、もうそういう予算の組みも変えさせていただ

いて、スタートさせていただいたところでございます。 

今回、こういう状況を組ませていただきましたのも、やはり臨時職員

さんと非常勤職員さんとの関わりと言いますのは、やはり臨時職員さん

等はですね、地公法で規定されております緊急または臨時的雇用という

ことでですね、2ヵ月等の更新、また1回の更新ということで、ある程度

の制約がある職務に就かれるような状況でございます。この育児休業法

等に規定する休暇に相当する人をですね、この育児休業の代替として対

応すべきではなかろうかと、今回まず1点、臨時職員としての任用方法

を定めさせていただいております。 

次に、非常勤特別職さんでございますが、いろんな地公法等も踏まえ

させていただきながら、やはり特定のですね、学識経験、またその資格

を有して専門性に基づいてですね、ある程度独自に必要な判断という職

種を限定すべきではなかろうかということを、非常勤特別職として整理

をさせていただいたとこでございます。そういう状況の中で、いろんな

角度の中で、今回任用期間、また時間数等に縛られる。また恒常的な雇

用が可能となるということがですね、一番効率的で効果的な業務遂行の

推進ができるのではないかというように思っております。 

また、今回の外部委託の導入ということにつきましては、さらに臨時

職さん等の任用させていただいている職員さんが民間に移籍をですね、

いただくようになるわけですが、この問題につきましては、現場の混乱

はですね、充分避けたいというように思っておりますし、やはり今まで

いろんな角度でご協力いただいたという観点の中で、皆様に対する働く

場の確保というものはですね、どうしても確保しなければならないとい

うのは、基本の考え方を持たせていただいております。 

雇用条件につきましてはですね、いろんな角度で3月1日にスタートい
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たしましたけども、旧町間の6町の賃金体系というものがですね、非常

に高い水準に定められておったというのが現実でございます。そういう

状況を16年度の1年間の過程の中でですね、あるべき方向を持たせてい

ただいたというのが、今回の調整の賃金というようになったわけでござ

います。 

いろんな角度で大変皆さん方、議員の皆さん方にもですね、この事業

の導入ということにつきましては、いろいろご迷惑をおかけするように

思っておりますけども、どうぞご理解をいただいてですね、この様々な

職場におけるご協力を賜りたいと思っておりますので、どうかよろしく

お願いしたいと思っております。 

続きまして、お手元の方に配布をさせていただいております資料に基

づきましてですね、ご説明をさせていただきたいと思っております。 

まず1ページ目でございます。1ページ目のこの資料につきましては、

臨時職員さんと非常勤特別職員さんの任用形態の適正化という方法でご

ざいます。一番左側に掲げておりますのが、旧町のですね、慣例に基づ

きます現状の課題というものをそこに掲げております。その課題を解決

するためにはですね、地方公務員法なり、人事院の規則、また育児休業

等のやはり問題点が出てくるというように思ってきております。そうい

う状況の中で、当然、今後におきましては1年間の合併をさせていただ

き、各施設にはですね、正規の職員も配置されない、また退職されてそ

の正規の職員も居なくなるというような現状もですね、この4月1日には

出てきます。そういうことはいろんにこの市内におきます各施設のです

ね、やはり管理者を定め、正規な職員をですね、そこにある程度配列を

する必要があるんだろうというように思っております。このことにつき

ましては、いろんに各福祉保健部なり、教育委員会の現場の総括責任者

であります、そういう人事的なですね、正規な職員をある程度、最低限

1名ははめていくというのが基本であるんではなかろうかと思っており

ます。 

そこで、一番真ん中の状態でありますけども、3段階のものを今回整

理をさせていただいております。まず1点は任用の適正化というかたち

の中で、先ほどから言っておりますように、臨時職員さんと非常勤特別

職、また外部委託ということの派遣業務、そういう3段階にですね、こ

の雇用体系を明らかにさせていただきたいと思っております。 

まず、臨時職員さん的には緊急、または臨時的な対応と、またそれに

伴いました育児休業の代替という職務業務をですね、臨時職員さんにし

ていただくと。今の非常勤特別職さんには、特定の学識、また資格、独

自の判断、責任を持ってその施設の責任を持ってですね、ある程度やっ

ていただくと。外部委託につきましては、人材の派遣、また業務の委託

という、この3つの段階をですね、今回整理をさせていただいたとこで

ございます。いろいろその一番右側に掲げておりますけども、直接任用、

また一部外部委託ということで、保育所保育士、また給食調理員さん、
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学校におきましても給食調理員さん、宿舎の寮母さん、また各施設につ

きましては教育施設等の管理運営の職員、また市役所等、また学校の事

務補助員等につきましては、こういう制度の中でですね、対応させてい

ただきたい。今後こうしたことをある程度取り組んでいくというところ

がですね、非常に今の雇用の体系といいましょうか、ある程度複数年に

またがった雇用が確保されるというとこもですね、1つのメリットも出

てくるんじゃなかろうかなというように思っております。 

次に、2ページ目でありますが、2ページ目の内容については職場の見

直しの概要でございます。現行にやらせていただいている分野を、現行

が臨時職員さんと非常勤の特別職さん、また是正後、3段階に分けさせ

ていただきたいというように思っております。非常勤特別職につきまし

ても、学校給食、また施設の管理運営業務、また専門的、一部業務委託

につきましては、保育所また児童館、学校給食、それ等の方へ変更させ

ていただきたいというように考えております。 

次に、3ページ目でありますけども、今回、これまでの業務にかかり

ます調査研究、また本3月定例の中で平成16年度の補正予算の中でも議

決をいただいておりますように、債務負担行為の議決もですね、いただ

いております。そういう状況の中で、平成17年の4月1日をスタートする

にはですね、それにしましても平成16年度から準備をしていかなくては

なりません。当然そういう状況の中で債務負担行為もご議決をいただい

たとこでございます。そこの今日まで、取り組みをさせていただいた内

容、見積り、徴収等ですね、実施をさせていただきました。保育士業務、

また保育所調理業務につきましては指名競争の見積りの中で4業者、安

芸高田市事業団、また株式会社大新東、株式会社フュージョン、株式会

社ハローゼムスといういろいろこの4業者からですね、それぞれの事業

名につきまして、見積りをいただいたとこでございます。見積の内容と

いたしましては、給与の問題、また福利厚生費、また法定福利費、また

業務管理費ということで、各こうした指名業者に参加しました業者とも

ですね、そこらの手数料的なかたちの中でだいぶんありますし、またあ

る程度、法定福利の関係、また専門的なそういう状況も今まで取り組ん

でおったノウハウの中でですね、それぞれが統一の中で見積りをいただ

き、今回整理をさせていただいております保育所業務、また給食調理業

務につきましては、株式会社大新東、また学校給食調理業務、また学校

宿舎運営業務につきましては、財団の安芸高田市の地域振興事業団、同

様、公共施設の管理業務につきましてもですね、安芸高田市の事業団の

方に確定をさせていただいたとこでございます。 

ちなみに、次の4ページを見ていただきたいんですが、先日来からい

ろいろご指摘をいただいておりますように、一部の業務の委託の事業実

施にかかります受託予定者の概要等をですね、ご説明をさせていただき

たいと思います。財団法人の安芸高田市の地域振興事業団につきまして

は、平成5年の3月に財団法人吉田町地域振興事業団ということで、これ
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はちょうどふるさと創生がですね、1億円交付された時に、やはりまち

づくりの戦略の中で8,000万円の基本財産、1億円の内8,000万円の基本

財産をもとに、町の100％の出資額に基づきまして設立をさせていただ

き、今まで資料館、また吉田運動公園、いろんな公共施設等のですね、

管理業務を、サッカー公園もですね、管理業務をしておりました。今回、

17年1月にこうした財団法人安芸高田市地域振興事業団に名前の変更を

されたわけでございます。主たる事業内容を今までにつきましては、や

はり文化歴史の事業ということで、調査事業、また研究事業、公開事業、

いろんな文化財の発掘、自然の家のですね、上にございます大通院谷の

文化財の発掘調査等も、こうした県の土木事務所の方から受託を受けま

して、ある程度の事業の成果を実施いたしとるとこであります。まちづ

くり事業につきましては、交流事業、また調査研究、生涯学習啓発事業

ということで、行政がある程度イベント的なかたちのものをですね、や

っておる。例えばサッカーフェスティバルとかですね、行政の職員が全

部職員でやればいいわけですが、全部これは時間外等の対応になります。

そういう状況の中で、あるべきこうした事業についてはですね、事業団

の方で事業を実施していたのが事実でございます。受託事業につきまし

ては、先ほど言いますように、施設の運営管理をやっております。旧合

併するまでにおきましてはですね、吉田郷土資料館、また吉田運動公園、

吉田サッカー公園等をですね、いろんな角度の中で、公共施設の管理運

営を実施いたしておったとこでございます。それと事務の受託事業につ

きましては、市内のグループ、また団体の事務処理もしておる状況でご

ざいます。企画計画受託の事業、いろんなこの度の受託事業のこうした

ことを取り組みますのも、県の方の定款変更等もですね、県の指導の中

で実施をさせていただき、市としてのですね、こうした事業が取り組ま

れるという中の定款も一部変更さしているようにいたしていただいてお

ります。 

続きまして大新東の会社でございますが、これは本社は東京の文京区

にございます。担当事業所といたしましては大新東の株式会社広島にご

ざいますが、中国支店ということで、中区の大手町の方に事務所を構え

ておるようでございます。この大新東のスタートは、昭和37年に自家用

自動車の管理業務を目的として、新東自動車工業という会社を設立し、

そうした業務に携わっておったように聞かせていただいております。昭

和46年の5月、称号等も変わり、大新東株式会社に変更しておるような

状況でございます。61年11月には、大新東の多目的事業本部とし、請負

業務部門をもってエヌアイサービス株式会社というものを設立いたして

おります。当然、大新東の受託事業の中で、その部門別において、この

エヌアイサービスがですね、こうした事業部門で受託事業を推進してお

るというように聞いております。車両関係の業務を除きまして、そこが

いろいろ今までやっておる事業というのはですね、そこに掲げておる事

業の給食なり保育、公務、事務、医療、介護、そういう事業をですね、
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やっておりますし、主たる事業の件数、官公庁におきましてはある程度

の事業の実績128件、民間でもこうした事業の取り組みをしておるよう

な事業でございます。いろいろこの大新東におきましても先進の北海道

でありませば、いろんな2、3のまちをですね、自動車部門等でも活躍い

たしておりますし、公共団体の方の中にもですね、受託事業を受けて成

果を出しているというように聞かせていただいております。 

経費でございます。今回、まだいろんな角度の中で3月末までにはで

すね、雇用体系のものを明らかにして行かなくてはなりませんけども、

今の大体の先ほどの業務の分担をみますと事業団の方の委託経費が約1

億5,100万、大新東の方が1億2,400万ということで、そういう割合をで

すね、今持たせていただいております。 

続きまして、5ページからは、大新東の事業部門でありますエヌアイ

株式会社が、受託事業を今までしております実績をですね、16年度の実

績をそこに掲げさせていただいております。保育園なり保育所等のです

ね、給食業務、また学校給食センターにおけるですね、給食業務もして

おります。 

6ページを見ていただきましても、自校式の給食業務もしております

し、いろんな民間なりのとこへも入りまして、そういう事業をですね、

取り組みをしているのが現状であると思っております。 

次に、7ページでございます。この7ページにつきましては、今回こう

した金額の是正をさせていただいたものをですね、そこに掲げをさせて

いただいております。最高の賃金体系で8,800円の賃金体系であったわ

けですが、以前はこの前も言っておりますように、この8,800円の中に

の単価構成は、臨時職員さんにボーナスが支給されてたと。基本的にボ

ーナスが支給されるというのはですね、違法性的な問題もございますし、

そういう状況でないとですね、この問題の単価が調整することができな

かった経緯がございます。そういう状況でございますので、この8,800

円というのはですね、これを合併当時に統一するということは、当然で

きなかった関係でございます。今回、1年の経過を見させていただき、

そういう単価構成の中をですね、させていただいたのが、今回の調整事

項でございます。いろいろ時給の考え方も多々あろうかと思っておりま

すけども、基本的な考え方につきましては750円からですね、時給900円、

また1,000円という状況の中で、やはり今のこの賃金単価の改正につい

ての基準につきましても、やはり基本的な考え方を定めさせていただい

てですね、この賃金の体系を持たせていただいとるとこでございます。 

保健師さんなり、教員等の資格免許を持っておられる専門的な知識を

持っておられますのは、時給的な1,000円ということで、8,000円という

定めをさせていただいております。また、保育士さん、栄養士さん、ま

たそういう経験で900円、調理師等の免許を持っていただき、その専門

的な知識ということで、850円の単価で6,800円、その職務の能力を持っ

ておられる方ということで、標準的にですね、800円という、それぞれ
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補助的な事務で700円、いろんに現場等に行っていただく清掃作業等も

ですね、行っていただきます方におきましては900円という額を統一的

に今回定めをさせていただいたところでございます。 

続きまして8ページをお願いいたします。今回の先ほど言っておりま

す臨時職員さん、また非常勤職員さん、また外部委託ということで、3

段階のものの整理をさせていただいておりますけども、現在その任用の

非常勤さんにおかれます特別職につきましてはですね、そこに掲げてお

ります非常勤特別職さんとしてのですね、取り扱いをさせていただきた

いというように考えております。 

続きまして9ページ目でございます。現在、これは現状の時点であり

ますけども、絶えずちょっと変わっておる状況もございますけども、地

域振興事業団、また大新東さんの方にですね、移籍簿を取っていただい

ております。財団法人の地域振興事業団、学校給食また施設管理運営業

務、事務等については、また対象者につきましてはですね、118名で希

望の有無を取らせていただいておりますが、有りが101で、なしが17で

ございます。大新東につきましては、保育業務なり保育所業務をやらせ

ていただいておりますが、72名の対象者でありまして、64名が有りで、

8名がなしと。この理由につきましてはですね、高齢、また出産、結婚、

その他転職という状況の中で、今聞かせていただいております。今後、

こうした転籍対象者の数字がまだ下回ってるという状況もございますの

で、現場の方もですね、混乱を招くという状況ではあってはならないと

いうように考えております。そこの点につきましては、現場の方の管理

者と総務部の方が入らせていただいてですね、調整をさせていただきた

いというように思っております。今後3月末日までにはですね、そうい

う調整の日数をですね、多少まだ必要になってくるんかなというように

思っております。できるだけ早急な、こうしたスムーズにですね、転籍

していただきますような、方法を取らさせていただくということが第1

番でございますし、そうはいいましても4月1日スタートということもご

ざいます。そういうことも事務作業的にもですね、現場の方と連携を取

らせていただきたいと思っておりますので、どうかよろしくお願いした

いと思っております。以上で、要点の概要を終わります。 

○今村委員長  これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

○今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  この件に関してはですね、今回の議会であらゆる場面を通じて意見

の交換をしてきたわけで、最終的に特に議論を詰める必要があろうとい

うことで、委員長の判断でこういった委員会を持っていただきました。

かなり資料も出していただいて、充分な説明をいただきましたんで、今

までと違う視点で理解もできた部分もあります。行革の必要性あるいは

任用の適正化という、この2つの点は、どうしても避けて通れんという
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状況の中でですね、行政の方がこういったかたちで進めるといったかた

ちだというふうに理解をさせていただきます。そういった観点で、資料

のまず内容について確認をしたいんですが、3ページの一部業務委託事

業実施にかかる業者選定に至る経緯という部分でですね、結果的に地域

振興事業団と大新東というかたちが出ております。内容についても大新

東が保育士業務及び保育所調理業務というかたちになっておりますが、

一番下段に最低価格業者というかたちで出ております。この価格がそれ

ぞれいくらで落札したのか、あるいは4社見積をしとるわけですから、

どのくらいの差があり、そういった内容を確認をして落札したんか。特

に、それぞれの業務には、役割というかたちで非常に仕事の内容には差

異があるわけですね。ただ価格だけで判断できるものと、そうでないも

のというものもあろうと思います。特に、資料の中でもいろんな業務の

内容の一覧表がありましたけども、教職員、そういったものはそういっ

た外部委託にしてないと。保育というものも、本来はいろいろ今回も議

論してきましたけども、当然子どもを育てる保育、最終的には学校の教

育にもつながるという流れにあるわけですよね。そういった流れの職員

である中で、保育は外部委託、学校の教員の関係はこれまでのとおりと

いうふうなかたちになっておるわけですね。さらには単価にしても、か

なり当初同じレベルであったものが下がってきておる。特に私の見方が

悪いのかどうかあれですが、大新東に委託した部分がかなり下がっとる

んじゃないかなというふうな気がして、今一覧表を見させていただいた

んですが、その辺の内容について、まずお伺いしたいと思います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  このことの下がっている分野をですね、大新東という状況ではないわ

けです。いろいろこの今回こうした業務を取らさせていただいたのも、

我々も初めての試みでですね、先進の事例、公共団体の方もですね、視

察を実施し、あらゆる角度からですね、取り組みをさせていただいたと

こでございます。この見積徴収の方法といいますのは、当然、この業務

いうんですか、保育業務、人数が何人で、何人の就労時間、また給与体

系はどのくらい要るとかですね、全部その部門別の中で計算方法を取ら

させていただいております。そういうのは当然社会保険料も要りますし、

その人数によって全部それが違ってくるわけですよね。だから同一の基

準の雇用体系をもとに、見積を取らせていただいたとこでございます。

各社ともその業務の管理費というところでですね、多少下がってくると

かですね、というのもあるかと思っております。そういうこの項目ごと

の見積を取らさせていただいとる関係で、現在、この数字がまだ動いて

います。ある程度統一的な数字のもとで、人数も同じにし、それをひと

つのたたき台として、2社を決めているわけですが、今後におきまして

もまだ人数が動いております関係上、3月末までにはですね、その数字

そのものは当初いただいております見積をもとに計算をし直したいとい
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うように思っております。ただ、通常の普通の講師等であればですね、

最低業者で落札した業務でやるということもありましょうが、人材派遣

的な業務委託ということになりますと、当然人数に関わってきますんで、

そういうところはですね、今後のこうした事務作業の中でこの金額とい

うものを定めさせていただきたいと思っております。現在ではそうした

統一の単価に基づいて、一番最低の見積りを実施してきたというのが事

実でございます。決してその今の単価の件だけをですね、大新東という、

そういう状況ではございませんので、ご理解をお願いしたいと思ってお

ります。 

〇今村委員長  業者別の価格設定についてはちょっと難しいですか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  公共事業の現在、いろんな角度でですね、入札の見積執行をさせてい

ただいておりますが、いろんな角度では、今の公共事業等も閲覧方式と

かですね、そういう状況の中では落札業者等のかたちのものも得させて

いただいておりますが、今では金額は…。一応今のですね、そういう統

一見解を取らせていただきましたものにつきましてのですね、金額を説

明をさせていただきたいと思っております。個々の小さい分類ごとので

すね、金額というのは、難しゅうございますので、金額を説明をさせて

いただきたいと思っております。 

先ほど業務の中にも掲げておりますように… 

○熊 高 委 員  そういう資料があるんなら出して下さい。 

資料提出を要望します。 

〇今村委員長  今、そういう提案がございましたが、資料の提出を求めることにつ

いて、皆さんにお諮りしたいと思いますが、いかがでございますか。 

 〔賛成の声あり〕 

 〔提出を求めますの声あり〕 

ご異議ございませんか。 

 〔異議なし〕 

それでは、暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後２時１９分 休憩 

午後２時２５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩を閉じて再開といたします。 

それでは、先ほどの件、口頭によってですね、資料をこれから発言を

願います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。保育士の方からこれは大新東ですね、保育士の方から言わさせ

ていただきます。大新東が1億1,000万6,532円です。次点が1億1,946万
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7,706円です。それと保育調理と事務補助につきましては、大新東が

2,557万7,297円、次点が2,741万3,114円です。これが今の大新東であり

ます。 

地域振興事業団につきましては、学校給食調理業務で3,360万7,729円

です、次点が3,363万2,087円。学校宿舎運営業務726万9,915円、次点が

731万7,920円です。施設等の管理業務の委託がですね、最低見積で地域

振興事業団5,389万3,067円で、次点が5,393万4,076円ということになり

ます。以上でございます。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

○今村委員長  熊高君。 

○熊 高 委 員  はい。数字的にはよく分かりました。先ほど部長が言われましたよ

うに、価格だけじゃないんだという部分の判断をポイント的にどの辺が

あるか、再度お聞きしたいと思います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  基本的に今のこうした先進事例、こうした入札の低見積をいただいと

るわけですけども、やはりこれまでのですね、過程の中で、公共団体ま

た民間等も含み、こうした業務をですね、一部的には大新東というのも

実施しておりますし、また事業団等につきましてもですね、今まであら

ゆるこうした管理関係もやっておるという状況、また事務補助的なこと

もやっておりますので、そうしたことにつきましてはですね、今までの

我々が持ってないノウハウいいましょうか、今回のこうした我々行財政

改革を取り組むかたちの中でですね、基本的に行政の職員はまだ民間の

ノウハウを入れて、こうした事務をしたことがないわけですよね。これ

はやはり今の今回の、17年度の行革といいますのは、やはり先行的な取

り組みをいたしております職員の給与、特別職さんの給与のカット、そ

ういう角度の中からですね、当然、我々も民間のノウハウをいただいて、

そうしたかたちのものがですね、今後行政の中でもですね、できるよう

な対応ができるというように思っております。 

当然、大新東、またその連携の会社といいますのは、エヌアイサービ

スということで、実績を評価いたしておりますので、ここらの点につき

ましては充分連携が取れるものと確信をいたしております。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○玉 川 委 員  委員長。 

〇今村委員長  17番、玉川祐光君。 

○玉 川 委 員  今、いろいろ説明を聞いてまして、大新東との契約ということで出

てきてますけども、実際には61年の11月に設立されたエヌアイサービス

との契約ということになるわけでしょ。その点はどうなんですか。その

大新東の部門を別法人としてエヌアイサービスという会社にしてるわけ

なんですね。ですからその辺が見積は大新東が出しておる。実務は今の
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この説明で、充分分かりましたが、エヌアイサービス株式会社がやって

いくと。エヌアイサービス株式会社はあくまで大新東とは法人格は別で

ございますよね。だからそこの点がちょっと理解しにくいとこがあるん

ですが、その辺をちょっともう少し説明をいただけませんでしょうか。

契約の相手がどこになるのか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  当然、大新東との関連企業という位置付けの中になるんではなかろう

かと思っております。先ほど大新東との会社の系列の中にもちょっとご

説明させていただきましたように、大新東が顧客の基本的なサービスの

第1順位におるわけですね。そういう状況の中で、業務につきましては

当然100％出資で事業部分を担当しておる、エヌアイサービスが担当し

ておるわけでございます。だから基本的にエヌアイサービスはその事業、

大新東に持っておるものを受けてその事業部門ごとにですね、エヌアイ

サービスが受けるわけですから、本契約につきましては、大新東と当然

うちの方は契約をさせていただき、大新東は事業部門をもっておるエヌ

アイサービスとそうした雇用の体系のものを明らかにし、安芸高田市に

対して派遣するという状況のものをですね、つくりあげるということが

必要ではなかろうかと思っております。そういうことも社員との関わり

もありますし、業務委託はあくまでも大新東ということで、こっちは行

なうわけですが、そういう誤解を招くということになりませばですね、

契約の中でもですね、きしゃっとした項目を1項入れてですね、大新東

とエヌアイサービスのそうした別法人という、これはものの見方になっ

てくると思うんですが、そういうこともですね、今後あるとしたら考え

てもいいんじゃないかなと思います。基本的に今まで詰めさせていただ

いておりますのは、他の公共団体、そういう状況もですね、そういう契

約のあり方でですね、大新東の方と契約をし、こうした事業をですね、

取り組んでおるというのが実情だと我々は認識しております。 

○玉 川 委 員  委員長。 

〇今村委員長  17番、玉川祐光君。 

○玉 川 委 員  今の説明は、私まだちょっとよく理解できないんですがね。働く者

に対しての身分の保証が一番大切なんですね。そうすると今度の雇用関

係は大新東が契約をして、そしてエヌアイサービスに大新東から出向さ

せるというかたちを取るわけですか。それともエヌアイサービスが採用

するんですか、どっちですか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  業務の委託契約につきましては、安芸高田市の場合は大新東と契約い

たします。大新東がその今の派遣に伴います業務そのものを事業部門を

持っております大新東の一分野ですからこれは。 

○玉 川 委 員  ちょっと待って下さい。分野という言葉を私理解できないんですよ。
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別法人ですよね。別法人ですからね。そこがちょっと一番心配なんです。

だから簡単に言えば、1億2,000万のエヌアイサービスという会社は、親

会社の大新東が1億2,000万を捨てれば切って捨てられるわけですよね。

その辺がちょっと契約段階とか、そういう相手としてですね、確かに大

新東というのは青田刈りが始まった昭和37年からスタートしている、こ

ういうノウハウを蓄積した人材派遣の立派な歴史がある会社ではあるわ

けですよね。それで103億か資本金で、ジャスダックでも昨日は55円ぐ

らい値上がりして380円ぐらいの株価で今動いてますよね。だけど、そ

れとエヌアイサービスとはまったく関係ないわけですよ。そこをしっか

りと確認をさせてもらいたいということなんです。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい、確かにご指摘いただきますように、雇用契約関係につきまして

はですね、エヌアイサービスというのが全面のですね、雇用的な派遣業

務のですね、契約をするようになります。当然、大新東とエヌアイサー

ビス、そういうかたちの中で安芸高田市と基本の3社契約といいましょ

うか、そういう職員さん、今の雇用者をですね、そうした保護するかた

ちの中でもですね、きちっとした明確にですね、そういうことが表れる

こうした今からの契約の素案にもさせていただきたいと思います。 

○熊 高 委 員  委員長、玉川委員の関連。 

○今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  玉川議員が言われたことを聞きながらですね、現場の皆さんのいろ

んな意見を聞く中で、大新東との面接をしたり説明を聞いたりした段階

と、また次の段階で話しをする、その大新東の人が違うとか、前のこと

は情報が伝わってないとか、そういう2段階構えのようなかたちになっ

てるというような実態も聞くんですね。そういうところも、今、玉川委

員が言われたようなところの弊害が出てきとるんじゃないかということ

で、結果的にかなりの人数の人が再雇用というかたちになっております

けども、何人かの人はそういった対応のまずさが、その会社を信用でき

んというふうなことにつながって、その会社との契約をする気持ちにな

らんとか、そういったこともかなりあるようですね。だからそういった

ところはしっかりと確認をされた上でやらないと、せっかく仕事をした

いという意欲を持っとる人も、その会社と契約をするんだったらしたく

ないということもあるわけですね、実態が。そういったところもよく調

査して検討されんといけんのじゃないかなと、今、玉川委員のことを聞

きながらね、思いましたんで、その辺のところも答弁をいただきたいと

思います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  現在、大新東と雇用関係につきまして、現場、今、移籍というかたち

の中で、その意思表示をいただいて、今後の事務対応になってくると思
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っております。今後そこの点につきましてはですね、雇用の不安定なと

いうことがあってはなりませんので、当然、安芸高田市ということで契

約をしていくわけですから、当然、大新東とエヌアイサービスというも

のが明確にし、この誤解を招かないかたちの中でですね、明確な契約の

締結をさせていただきたいというように思っております。 

○玉 川 委 員  委員長。 

〇今村委員長  17番、玉川祐光君。 

○玉 川 委 員  今の答弁でしっかりとその辺は確認をしていただきたいということ

と、それからこの前、市長が要らんことをしたということで、謝りをさ

れましたが、チラシが入った時はですね、大新東株式会社と入っとるわ

けですよね。ジャスダックの株式上場しとる会社だということで。ここ

で出てきますのは中国支店という名前が出てきました。契約の当事者と

して中国支店は支店登記をされて支配人を登記をされた人とお話をされ

てるのかどうか、そこらをちょっと確認したいんですが。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  現在では、今の基本的に担当事業所としてのですね、中国支店の支社

長を中心にですね、この事務を進めておりますので、今後契約等につき

ましてはですね、そこの明確確認をさせていただいてですね、エヌアイ

との関連性、そういうものも明確にしながら、今後のどうしても大新東

なり、事業団との契約の細部にわたっての契約書を全部作らなくてはな

りませんので、それを今、現段階でうちの方、詰めておるような状態で

ございますので、その点は充分我々も確認させていただいてですね、事

務作業をさせていただきたいと思います。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  今の公告の関係にちょっと触れるんですけど、先ほど言われました

ように、これをみるとですね、大新東株式会社中国支店ということで出

してまして、業務内容は保育所での保育業務及び調理業務ということで

出ていますよね。しかしながら実際にやられるのは、今言われてますよ

うにですね、エヌアイサービス株式会社ということで、なってますけど、

こういう公告は打てるんですか。実際にはエヌアイサービス株式会社が

雇用するわけですけど、大新東がこういう内容のものを打ってもいいの

か、その辺はちょっと僕は法的によく分からないんですけど、それを1

つ確認したいのと、やはりですね、先ほどから懸念されてますけど、今

この株式市場非常に騒がしてる問題がありますよね、フジテレビ等ので

すね。例えばエヌアイサービスが株式会社になってますけど、これをも

し万が一買収された場合、その場合に、大新東としてどのような対応を

取られるようなことになるのかとかですね、その辺、3者の協議になっ

てるということですけど、その辺りのものも問題があるんじゃないかと。

特に今ですね、同僚議員が言いましたけど、雇用される本人にとってで



 317

すね、非常に不安なところがあるんですよ。説明不足で。その辺りちょ

っとお聞かせください。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。この広告という状況の中でありますが、当然、大新東いう株式

会社のこのグループ企業の1つの中のエヌアイという一部分を持ってお

るですね、エヌアイという企業だろうと思っております。いろんな角度

で商法的な分野でありましょうが、今日、こうしたアウトソーシングい

いましょうか、そういう派遣的なですね、まだまだ全体の中ではですね、

未知なかたちといいましょうか、こうした我々も初めてこういう事業に

取り組んでいくわけなんですが、もう民間企業はですね、非常のこうし

た雇用体系というのはもう取っております。そういうところも先ほど来

からも言っておりますように、ノウハウをいただきたいという角度もあ

るわけですから、当然そうしたこともですね、改革の中でも取り組んで

行かせていただきたいというように思っております。 

今、明木委員さん言われる商法的な関係についてはですね、ちょっと

私が今ここで、ご説明をするというのはなかなか難しい点があると思い

ますのでお許し願いたいと思います。以上です。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  実はですね、答弁で僕は非常に不安だからこうやって質問するわけ

なんですよ。答弁の中で、しっかり調べられとったらですね、その関係

についても調べたからこうなんだと言えるんですけどね、そういうふう

に思いますと言われるとですね、どこまで本当に検討されたかというの

がハッキリ分からないわけですよ。その辺り、時間がなかったからそこ

まで検討されずにですね、｢思う｣で進められてるんであったら、それは

非常にまずいことじゃないかなというふうに思いますが。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。言葉の大変不足でですね、大変申し訳ないんですが、基本的に

先進事例もですね、2班の編成の中で行かせていただいております。当

然、この16年度の中半からこうした取り組みを充分内部で検討させてい

ただき、どちらにしましても3月までに結論を出さなかったら、今臨時

職で雇用されとる職員は、次は雇用できないんですよ。1年以上は。だ

からそういうところをありますから、我々としてもどのようにしたら一

番雇用体系ができるかということをですね、今までの時間をかけてさせ

ていただいたのが現実点であります。そういう雇用の関係というのをこ

の度明確にさせていただき、スムーズにそれがいくような取り組みを取

らせていただいたという状況でございます。他の地域の団体をですね、

我々も見させていただいております。そういうところは充分チェックの

中で、取り組みの中で、整理をさせていただいて、この今回のこういう
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状況をですね、取りまとめさせていただいたとこでございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○亀 岡 委 員  委員長、20番。 

〇今村委員長  20番、亀岡等君。 

○亀 岡 委 員  会社との関係とかですね、契約内容等に関わることは、かなり同僚

議員の方から出ましたんで、私は今回の臨時職、非常勤職等のいわゆる

当事者と、行政の関係においてですね、ちょっと触れてみたいと思うん

ですね。当事者が雇用形態から言えば、そりゃあ臨時だから当然よと。

あるいは非常勤だから当然よということでですね、いけば、そりゃあま

あ確かにそうかもわかりませんが、先ほど来、話しがありましたように、

それぞれの行政体、旧町においてですね、その方たちがそれなりに果た

してきてくれた役割いうものは、やはり貴重なことであったと考えにゃ

あいけんと思うんですね。そうしたことの中で、当事者にとりましては、

どういうような雇用形態であっても、やはり私生活に関わる大変重要な

ですね、仕事であったと。自分にとってもですね。そういうふうな状況

の中で今回この改革ということで、今日まで運ばれてきとるわけですが、

そういった皆さんに説明をされていかれる側から言えばですね、これは

充分そうしたんだと、説明はしっかりしたんだというふうに思っておら

れるでしょうし、また先ほど来、話しがありますように、時間がないん

だと。雇用というのを確実にしていくためには、しょうがなかったんだ

という面もあったかもわかりませんが、何にしても当事者が受け止めて

いるのはですね、本当に実際よう分かりきらんという気持ちが本当に多

かったんですね。言ってみれば電光石火、問答無用というようなかたち

でやられたというふうなですね、思いがしていたんだなということが、

感じられました。こういった事態を受ける側はですね、なかなか自分た

ちが納得するためには、説明をされる側と受ける側とではですね、違う

んですね。それだけ弱い立場にあるということですよね。それで、これ

からも様々な変革をやらにゃあいけんような面も来ると思うんですけど、

やっぱりですね、お互いにそこらは充分時間を取って、そうは言っても

際限なくというんではなくてですね、｢はあ、そうですか。そういうこ

とになるんですか。｣というところまでですね、は、しっかり疎通をさ

れてですね、運ばれる必要があったんじゃないかというふうに思うんで

すね。 

それからもう1つはですね、先ほど来ありますように、何もその人事

権なり提案権者の側に議会側がですね、ように入り込んでどうこうとい

うんじゃなくて、かなり先ほど来、話しが出ました中には、これから契

約を進んでいただくのに重要な視点、観点もあったわけですね。議員の

私たちに、当事者から問いかけがあってもですね、全く分からないと。

｢はあ、そがあなことになりよるんかいの｣というようなことじゃあです

ね、どうも住民の皆さん、当事者の皆さんにとってはですね、非常に私
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たちよりも、行政に不信感を抱かれるというようなことがですね、やっ

ぱり実際問題あるんですよね。ともにこのこれからの厳しい世の中をそ

れぞれの立場で努力しながらやっていかにゃいけんことですから、そう

いった点でですね、いろいろ提案者側なり、運ばれてきた皆さん方の立

場では、それなりにまた事情があってでしょうけども、やっぱり大事な

ことは、そこらのひとつお互いの立場の通じ合うですね、対応をして欲

しいということは思うんですね。そりゃあもう大変な中でわしらはやっ

たよというふうには思っておられるかもわかりませんが、実際にはです

ね、本当にわからんごめに、ここまで来てしもうたというようなですね、

思い方を本当、たくさんの関係者が持っておられますね。じゃあ、どこ

までやりゃあ十分なんかというのはですね、さっきも触れましたが、際

限はないかもわかりませんが、そうではないと思うんですね、私は。や

っぱりそれぞれの皆さん、今の状況が厳しいんだというのは、本当に理

解はしとられると思うんですよね。ひとつそういうふうにやっていただ

きたいこととですね、我々も、出し抜けに問われたらですね、またそこ

で、その場面にふさわしい対応の仕方というのがですね、実はなかなか

できにくいんですよね。勢い自分の主観でですね、この局面を答弁して

歩くようなことが、果たしていいのか悪いのか。やっぱりこれ１つの問

題があると思うんですよね。だから、こういうふうな改革で、こういう

ふうにしようと思うとるんだというようなところはですね、やっぱりお

互いにそういう場を持って、一応は通じ合うておくということが必要じ

ゃないかというふうに私は思うんですがね。どのように今の時点でお考

えになっているんか、それを伺いたいと思いますね。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  先ほども総務部長が言いましたように、合併前の町村では法に反す

ることもですね、まあまあでやってきたわけでございますが、やはりこ

ういう市になりますと、そいじゃあ臨時の職員さんというのは1年限り

の雇用ということに、もう地方公務員法から言いますと、なっておりま

すんで、そこらをどがにいクリアして引き続いて雇用していくかという

問題も、この問題の中にあったわけでございます。そういうことで、亀

岡議員さんご指摘のように、もうちょっと時間をかけてですね、じっく

りやったんがいいんじゃなかろうかと、私もそのように思いますし、今

回の問題については、やはり充分理解を得るということで、それぞれ各

支所をですね、担当が回って説明をしながら、ご理解を賜るということ

をやらせていただいたわけでございまして、そういう中でさっき出てお

りましたように、保育所の関係では全部で7人、これはやはり聞いてみ

ますと、本当の臨時で1週間に1遍とかですね、5日に1遍ピンチヒッター

で来られたような人、それからもうぼつぼつもう歳も歳じゃしという方

も、この中にはあられるようでございますが、我々としては引き続いて

雇用していく方法としてはこの方法しかないということで、やってきた
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わけでございまして、それと、合併前にですね、ポコッと上がったとこ

ろへ合併したのが全部揃えたということもあるわけなんで、そこらをや

っぱり調整をしていかにゃあいけんと、こういう問題もあったわけでご

ざいまして、ご指摘のように、我々も今回の問題については、いろいろ

議員さんからもお話しがありますし、関係者からもお話しがあってです

ね、やり方が急すぎたという反省も持っておるわけでございますが、い

ずれにしてもこれは避けて通れないことでございますので、ご指摘のと

おり今後充分、どういう問題が起こってくるか分かりませんが、このほ

かの問題についても理解を得る我々は努力をしていかにゃあいけんとい

うように考えておりますんで、ひとつご理解を賜りたいと、このように

思います。 

○亀 岡 委 員  委員長、20番。 

〇今村委員長  20番、亀岡等君。 

○亀 岡 委 員  それで、先日もですね、福祉保健関係の審議の時点で、申し上げま

したが、ちょっとまあくどいようですけど、これからですね、現場でで

すね、先ほど来申されますように、実は本当に新しいと言いますか、こ

れまで出会ったことのないようなですね、早く言いますと運営されるわ

けですよね。そういった事業として進められるわけです。それで、いろ

んなことがこれはひとつの思いと言いますか、予想といいますか、され

ます中で、もしかですね、現場でいろいろこれは問題だというようなこ

とが起きた時はですね、運営全体はそうですけども、先般もそういうこ

とに関してはきしゃっとやりますという答弁をいただいてるんですよ。

今日、特別にこういうような場がまた持たれましたので、実際に私たち

が心配しますことは、この市としての行政がそういった時にですね、こ

れまでと変わらないというのは無理かもわかりませんね。ですが、本当

に現場が、早くいいますと問題なく行けるようにということで関われる、

関わっていくことができるという体制で行けるのかどうかですね、そこ

らのところがですね、一番心配するわけですね。そこらがうまくいかな

いと、先日も言いましてくどいようですけども、やはり子育て支援とか

ですね、次世代の育成がどうだとか、いろいろ言いましてもですね、応

えてくるのはすぐやっぱし保育所関係になりますと、やっぱり子どもと

働く親たちのところへも関係してきますのでね、行政としてはそういっ

たところが本当に行政の考え方をですね、きしゃっと現場の運営に支障

がないようなかたちで関係していくことができるんかどうかですね、改

めてお伺いしておきたいと思います。 

〇今村委員長  答弁、児玉市長。 

○児 玉 市 長  これは契約書の中にもはっきり入れておくように、我々も準備はし

ておりますけども、要するに会社サイドでですね、行かれると、やはり

問題が起こるということなんで、あくまでも人事権はこちらにあると。

そこの職場に何人人が要るかというのは、こちらが握っておると、そう

いう中で、業務委託するんだという。会社が適当に人を減らしたり、よ
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そから連れてくるとかですね、そういうことは我々としてはあってはな

らないというように、はっきりその点は押さえておるつもりでございま

すので、こちらの市役所の目が人事権と定数、人数、それにはもう市役

所が関わりを持てるようにということで契約を結ぶことにしております。 

○亀 岡 委 員  最後にもう1つ、委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡等君。 

○亀 岡 委 員  あのですね、私たちは決してですね、臨時やら非常勤の人をですね、

そのまま継続して雇用を続けなさいと、そういったようなことはね、皆

さんお互いにそういうことを言ってるんじゃないんですよね。そういっ

たことは充分公的な面も雇用関係も承知しておりますのでね、そういっ

た上での話しですので、そこらはひとつ誤解なくですね、受け止めてい

ただいておきたいと、このように考えております。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  ご意見は充分賜って、今後そういう方向でさせていただきたいと思

います。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。資料の8ページなんですけど、17年度任用予定ということで、

非常勤特別職の一覧が出てますけど、この中には条例見ますとですね、

月額でなってる者もあると思うんですけど、その辺りの対応はどのよう

にされるのかというのと、資料の9ページなんですけど、これ、転籍対

象者数が書かれてまして、希望の有無となってるんですけど、先ほども

言われましたけど、これは希望していくわけじゃないと思うんですよね。

これしか選べないという条件の下に転籍をさせられるという状況をつく

られてると思うんですよ。実際にですね、研究をされたと思うんですけ

ど、広島市の事例なんかを見ますとですね、確かに1年間雇用できない

から、11ヵ月で一たん切ると。そしてまた再雇用をするというね、いう

対応をされている事例もあるわけですけど、なぜそのようなことがです

ね、考えられずに急がれたかっていうのが、非常に雇用されてる立場の

人にとってはですね、非常に厳しいものがあったんじゃないかなという

ことが考えられます。 

それについては先ほども答弁いただきましたけど、8ページの件につ

いて答弁いただけますか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。17年度の任用予定非常勤特別職さんにつきましては、この任用

の項目、職務に基づきまして各学校関係でありませば、各学校関係の予

算の方にそれ相応分の費用を計上させていただいとるとこでございます。

それぞれの費目のですね、ところに計上させていただいております。金

額的には17万8,000円が通常の教育介助員であれば17万8,000円、各施設
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の館長等であれば今まで同様の19万というかたちの中で計上させていた

だいております。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原敏治君。 

○青 原 委 員  はい。ちょっと確認をさせていただくんですが、今の雇用体系のこ

とについて条例上そういうふうな1年以上は雇用できないというふうな

ことを聞いとるんですが、旧町のことを言うちゃあいけんのかもわから

んのですが、今の技術職、専門職にあってはその例外は認めるというよ

うなことで、ずっとこれまで長年にわたり再雇用してきたような状況の

ことがあるわけですね。それが市になった時点でそういうことがもうな

くなったのかどうか、いうことをちょっと確認をさせていただきたいと

いうふうに思うんですが、どうですか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい、近年とみにですね、旧合併前の中でも旧町の場合でもいろいろ

あったわけですが、社会保険加入というものが非常に厳しくなった関係

がございます。そういう状況の中でですね、掛けてなくてもなかった場

合には遡って掛けられるというような状況の中で、非常に雇用体系のあ

り方をですね、社会保険庁の方も厳しくチェックに入っております。そ

ういうことで、本市に入るまで、旧町確かにバラバラということがある

わけですが、やはりある程度旧町の中もその法の中で守られて、臨時職

さんと非常勤職、ただ、基本的に非常勤職さんにおいては週30時間、合

併前は週40時間で雇用されてたかたちのものがあるかもわからんですね。

ただ、それは今度はその10時間の差というのはプラスアルファで働いて

いただいておったわけですが、特別職さんであれば週30時間という制約

の項目であるわけですから、だからそういうところの是正というのはで

すね、今回、法の中で法の項目を明らかにし、3段階をですね、取らさ

せていただいたというのが実情です。だから一応、いろんな角度でその

法のクリアをどのようにすればいいかをということもですね、いろいろ

検討させていただきました。3段階で取り組みを今回させていただくと

いうことで、いろいろ先ほど市長の方からもございましたけども、各施

設の管理者の方からですね、行き届いた説明不足ということはですね、

多々あったろうかと思っております。1月の初めからも取り組みをさし、

予算編成のこともございますし、議員さんの方にもそういう取り組みと

いうのは総務、また全員協の中でも資料提示の方でご説明をさせていた

だいて、染み渡りますですね、問題点はさせていただかなかった面もあ

りますけども、本枠の骨格の中ではですね、その場の中でもご協議を重

ねさせていただいたように思っております。 

いろんな角度で、今回のスムーズに移行ということも考えさせていた

だいておりますので、どちらにしましても各施設で雇用していただいて

いる皆さんのですね、体系というものをある程度確保していくというこ
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とが必要でございますんで、当然現場の方と先ほどから言っております

ように、総務の方で、当然業者の中へ入りまして、確信の取れるかたち

の中で体系づくりを取っていきたいというように思っております。よろ

しくお願いします。 

○青 原 委 員  委員長。 

〇今村委員長  11番、青原敏治君。 

○青 原 委 員  はい。もう1点、お伺いするんですが、今聞くところによると、児童

館、児童クラブ等々の保護者の方との話し合いを持たれとるというふう

に聞いとるんですが、児童館の使用料についてはもう業者委託したこと

によってかなり利用負担を強いられとると。1人の場合は云々いうのが

あるんですが、3人も4人も子どもさんがおられる、それに関わることに

なると、かなりの負担になるんじゃなかろうかということで、それをや

はり市長が申されとります若者の定住とかいうふうにつながってくるの

かどうか、それがええことかどうかというのをちょっとお聞きしたいん

ですが。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  委員会の中でもいろいろ福祉保健部の方でご指摘いただきましたけど

も、委託業務に変えたからそれだけという状況じゃ、あれはないわけで

すね。あの内容というのは、その園児さんなり子どもさんの茶菓子代い

うんですか、そういうかたちのものに利用されるという運営の中でです

ね、利用されるということでありますんで、そのお金をですね、業者に

出すというようなことはございませんので、当然そこの園の中の経費に

使われるということで、3,000円の負担を調整されたというように、私

は認識しております。 

○渡 辺 委 員  委員長。 

〇今村委員長  19番、渡辺君。 

○渡 辺 委 員  大体理解はついとるように思うんですが、確認をしておきたいと思

うんですが、この契約というのは予算も確認しておるわけで、長期契約

でなしに単年度契約ということですか。継続ということはあるでしょう

が。というのは、皆さんご心配があると。そのバックには子どもをお持

ちの皆さんも家族の皆さんもあるということで、我々もその辺が心配な

んですが、初めて取り組むことですから、今さらこれがどっかの別の会

社へとかいうようなことには当然いかんと思います。そういう場合に1

年の状況を見て、また具合が悪いようなら再検討をするかという場がも

ちろんあると解釈しておるんですが、それでよろしゅうございますか。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  当然この契約につきましてはですね、単年度の契約で実施をさせてい

ただきたいと思っております。ただ、先ほど来からいろいろご指摘いた

だきますように、業務に関わる責任度合いの問題、そういうことにつき
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ましてはですね、当然こちらの指示でやれば一方的な破棄はできるとか

ですね、いろんな契約の中でもですね、そういうことにつきましては充

分検討させていただいて、締結をですね、させていただきたいと思って

おります。 

〇今村委員長  他に質疑はありませんか。 

○明 木 委 員  委員長、関連。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  はい。反対の立場で質問します。雇用する立場としてですね、例え

ば置かれてきた人材がですね、言葉が悪いかもしれませんが、質が悪か

ったとかですね、そういう問題があったり、例えば保育の場合だったら

保護者の方からクレームが出たりした場合には、当然これは普通の雇用

体系、人材派遣の雇用体系であれば、1ヵ月であろうが、2ヵ月であろう

が、代えてくれということができるわけですね。そういう対応も、市の

場合、市としてもそういう対応をしていただけるのかどうか。それを伺

います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  今の現状の中ではですね、その現場の責任者もおりますけども、現在

いろいろ雇用して、そこで働いている方につきましてはですね、そうい

う現状の中で充分連携を取っていただいてですね、働いていただいてお

るものと確信をしております。ただそれが業務のかたちの中で、その派

遣会社との契約になるわけでございますんで、その人に対するどうこう

というのはですね、一方的にうちの方からは言えませんので、ただ、先

ほどの質疑の中はいろいろなその業務全般にわたってですね、大新東と、

エヌアイのやり方が悪い場合には、それは一方的なかたちのものは当然

相手方は契約をするわけですから、うちと。そういうことについては厳

しいかたちの中で契約をさせていただきたいということです。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇今村委員長  1番、明木一悦君。 

○明 木 委 員  人材派遣というかたちでですね、人を送られてきた場合に、契約は

そうなんですけど、例えば送られてきた人材が今回の場合じゃないです

よ。これは今から続いていくわけですから、その部分について言ってい

るわけですね。例えば実際に今後ですね、どういうかたち、どういう方

がですね、送られてくるかわかんないという状況に今度はなるわけです

よ。例えば地元にもし居なかったらよそから来る方もいるかもしれない

し、そういう状況になってくるかもしれません。そうなった場合に送ら

れてきた人材が、地元じゃないし、よくわかんないし、ある程度見た時

にですね、1ヵ月、2ヵ月、3ヵ月を見ていく間にですね、非常に子ども

に対する接し方が悪いとかですね、教育にとってよくないとかですね、

そんなことがあればですね、そこで送られた、これは反対に言うと、こ

ういう言い方は非常に失礼かもしれないですけど、商品なわけですよ、
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人材派遣会社にとってはですね。それを交換するっていうことは、こち

らから指定してできるはずなんですよね。それを聞いているわけですね。

その大新東との関わりを聞いてるわけじゃないです。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  将来的な課題の1つであるように思いますけども、先ほど市長の方か

らもご説明がありましたように、この体系というのはですね、まだまだ

我々段階では浅いかたちのものを取り組んどるわけですから、当然その

派遣された人がですね、その職務的に業務に遂行することが非常に難し

いというような場合もあるかもわかりません。そういうとこの点につい

てはですね、充分その実体の中を踏まえながら、当然その派遣先の業者

の方との連携は深めていく必要があると思っております。 

それと、当然、その業者そのものもですね、そうした福利厚生関係の

職務の中で、当然、研修等もですね、実施するようになろうと思ってお

ります。現場の方の正職員さんと臨職さんとのそうした連携のあり方も

ですね、充分そうした業者とのより深い連携を深めることがですね、い

いことではなかろうかと思っております。そういう情報についてもです

ね、当然、知らないところからですね、来られた方がそういう施設内で

ですね、問題点が起きた等になれば、そういう項目の中も、我々サイド

的には条文の中にですね、明確に入れておかないと、これはまた難しい

角度かなと思っております。 

○川 角 委 員  委員長。 

〇今村委員長  6番、川角君。 

○川 角 委 員  今いろいろ議論はですね、出ておるわけなんですが、今回、議員の

中でいろいろ心配されるのも、やはりそれをこの待遇にですね、あわれ

た方の意見もかなり入っての部分もあると受け止めるわけなんですね。

これが逆に報酬あたりでも、このような制度が取られたためにですね、

優遇措置へつながっておればそういうことは非常に少ないと思うんです

ね。ただ、今までもらっておった給料が、あるいは報酬がかなり減額に

なったというのも、今はっきり言ってみればこの中へ含んどると思うん

ですね。今いろいろ心配が出よるのは、まだやってみなくては分からな

い部分がいろんな面で出ておる。取り越し苦労いいますか、そこらが充

分審議されよると思うんですね。ですから、やはりそこらは下がった要

因、減額になった要因というものをですね、充分その担当者へ理解がつ

くような説明をされてですね、それから今後の管理については充分市が

関わっていくんよということが含まれておりますので、そこらで充分管

理をしていただいて、今まで以上に負担がかからないように、あるいは

また是正するところはして、やっていけばですね、この制度というのは

今の状況とすれば、合併したら企業だろうが行政だろうが、やむをえん

場合があるわけですよね、こういう人事管理については。ですからそれ

をやはり今から先のことは先として、今までより悪くならないような状
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況をひとつ確保していくと。それから、やはりこれからの考えの中で、

待遇面も少しでも優遇できるような措置ができるんならそこらで考えて

いただこうし、ということでですね、ある程度行かないと、非常にここ

らの問題の解決といいますか、理解がですね、非常に難しいんじゃなか

ろうかというふうに思いますんで、そこら充分ですね、今後の対応の中

でひとつ考えていただければというふうに思うんですが、そこらはいか

がでしょうか。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  川角議員さんおっしゃるとおりでですね、お互いにやはり市民でご

ざいますので、市民に不利が将来ですね、起こらないような我々として

も対策は取っておかにゃいけんと。ただ、現在の調整の段階で下がる方

が出るわけですね、どうしても。そういう点についてのご理解をですね、

やっぱりどっかでこれは市全体の中で合理化のひとつでございますので、

これだけじゃあないわけでございます。職員へも退職勧奨をしていきま

すし、去年も今年も来年もおそらく職員採用はゼロでいかんにゃいけん

のじゃないかと、こういうような厳しい状況でありますし、我々自身も

お互いに身を削り、また職員にも給与のダウンをお願いをしながらやっ

ておる中の一環というように解釈をしていただいて、いろいろご意見は

あると思います。あると思いますが、我々もこがあなことはできればし

たくないというのが本音なんですね。しかし、将来を思えば今やはり手

を着けておかんと、将来の合併の財政的な問題がですね、火を見るより

明らかにですね、財政逼迫が起こってくることが予想されますんで、そ

ういう点でのひとつご理解を賜りたいというように思います。 

○金 行 委 員  委員長。 

〇今村委員長  12番、金行君。 

○金 行 委 員  12番、金行です。この問題は今年初めてのことで、今市長が言われ

たように、いろいろ苦慮された部分ですが、いろいろ考えたら公務員法

の雇用問題ね、1年以上の分で雇用問題で、逆に言えば、雇用を長引か

せる分の材料もあるんですが、これは初めてのことですから、これは行

革で今これは助役が行革のトップにおられる。こういうのは1年目の初

めからこういうような神経的に例えば窓口として、こういうおられる職

員が、ほんまになった職員、臨時の職員の方のお気持ちですよね、そこ

を十二分に意見を全部聞くんじゃない、そのお気持ちを、聞きながら、

それでスタートせにゃあいけないと思いますよ。だからそこらをね、も

う大新東に任せたとかいうもんじゃあない、そこらの気持ちを含めなが

ら、そん中で言うのを気持ちを新たな気持ちでスタートするんですから、

そういうのを気持ちを新たにしてやってもらいたいというのを、助役に

ひとつお聞きしたいです。 

○増 元 助 役  委員長。 

〇今村委員長  増元助役。 
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○増 元 助 役  先般来より、私の方からもお願いをしておるところでございますけ

ども、ただ今市長の方から申されましたとおり、大きな行政改革と。そ

れはその将来を見越しての改革としてということでございます。今回、

初めてのこういうシステムの導入にあたりまして、先ほど来ありますよ

うに、働いていただいておる皆さん方に不安を与えたというのもあれで

しょうし、いろんなかたちでご迷惑をおかけしておるというのは、私も

説明会等も通じながらですね、感じておるところでございます。この行

政を運営していく、多様な行政を運営していくためには、やっぱり臨時

的な雇用でありますとか、現場で働いていただく様々な雇用形態が、こ

れはどうしても必要であるというふうに思います。 

今の地方公務員法が果たしてそれにマッチしておるかどうかというの

はまた別の問題としてあろうと思うんですが、これは国を挙げてまた公

務員の改革制度の中でまた新しいかたちででてくるというふうに思いま

す。多様なニーズに対応するためには、やはり今回我々が考えておりま

すような、そういうシステムを含めながらですね、正規職員とそれから

臨時的な雇用の皆さんと一緒になって、行政を運営していかないと市民

の皆さんのニーズに対応することができないというふうにも思いますの

で、今まで以上にですね、そういった現場で働いていただく職員の皆さ

ん、我々もやはり経営者として、あるいはそこを管理する者としてです

ね、現場等とも連絡を取りながら、そしてまた組織全体の意識改革をし

ていかなくてはいけないというふうに思います。それはまた、行政改革

の中で今まではやりっ放しという部分がありまして、やった結果がどう

なのかと。途中でチェックをするという部分がございます。こういうシ

ステムがスタートしたから、まあ、はあ、後はもう流れるだろうという

んではなしにですね、様々な課題が日々出てくるわけでありますから、

それはやはりチェックをしながら評価をしながら行くということを我々

も心がけていかなきゃいけないというふうに思います。 

今回のシステムを導入して、さらに保育サービスなり、いろんなサー

ビスが少しでも良くなったというふうに評価をしていただけるように、

取り組んで参りたいと思っております。 

○藤 井 委 員  委員長。 

〇今村委員長  21番、藤井君。 

○藤 井 委 員  今、助役からの答弁のとおりですね、安芸高田市の将来へ向けての

大きな行革であろうと、このように受け止めさせていただきました。で

きれば合併の段階で、こういうシステムがとれればですね、一番良かっ

たわけですけれども、その1年前の段階ではその調整がなかなか難しか

ったと、このように思うわけでございます。したがって、この1年経過

した中でこういう体制になったんだろうと、こう理解をしております。

いろいろ議員の皆さんからも、不安な部分、マイナス要因に関わる、そ

ういった質問もあろうかと思うんですけれども、今までのかたちでいき

ますと、いわゆる日額制のですね、臨職さんということで、出た日数に
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よって、いわゆる日当制いうかたちですね。しかし今度ですね、大新東

とですね、いわゆる契約することによってですね、これは一般企業でご

ざいますので、若干の先ほどから出ております日額金額の部分において

はですね、多少のマイナス部分が出てくる。しかし、逆にプラス面とい

うのも、私はあるんじゃないかと思うんですよね。私ももう個人で事業

を初めて、もう何十年きましてですね、一般企業的なことも大体もう忘

れかかってるんですけども、例えば有給休暇という制度も、これは出て

くると思うんですよね。そうなるとですね、いわゆる安定した、また安

心のできる、そういう雇用体制も、私は出て来るんじゃないかと思うん

ですが。そこら辺りもですね、今後大新東とですね、マイナス要因ばっ

かりでなくして、例えば、今言うようなプラス要因のことも何点かある

んではないかということも含めてですね、しっかり協議を進めていただ

きたいと思うわけです。もし、今段階で分かってるところがあればです

ね、お聞かせをいただきたいと思います。分からなければ、これは今後

の課題として調整していっていただければいいと思います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。あくまでも基本的には時間給的なかたちの中でですね、現状等

の実態に合ったようなかたちを取っていただくような状況になるんじゃ

なかろうかなと思います。当然、保育所であれば早出の場合と遅出もあ

りますし、そういうような勤務時間体系、また、いろいろな雇用条件に

ついてはですね、現在角度の中で協議を進めさせていただいております

んで、細部の契約時点ではですね、明確なるかたちが出るような取り組

みをですね、させていただきたいというように思っております。 

今、ご指摘いただく部分につきましてもですね、内容的には検討させ

ていただきたいと思っております。 

〇今村委員長  他に質疑はございますか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  かなりそれぞれ意見が出まして、審査の方も深まったというふうに

思うんですが、冒頭、私が質問したことにまだ答えが出てない部分があ

るんで、1点確認の意味で聞きますけども、財政改革、そして任用の正

常化というかたち、これは冒頭私も言いましたが、評価できる方向だと

いうことだと、いうように思うんですよね。ただ、2表で少しお聞きし

たように、教職員の臨職はこれまでどおり、保育所の方は民間委託とい

うかたちの中で、教育という視点でこの両者をどんなふうに捉えとるん

かという質問をしたんですね、冒頭。だからその辺が財政に目が行くあ

まりに、本当に人を育てるというところの部分が疎かになっていないか

と。そういうところが保護者からの不安もあろうし、現場からの不満、

不安もあるというふうに私は理解するんですね。ですから今日らでも現

場の人は誰もおらんのですね。現場の声を聞くと言いながら。みなシス
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テムをつくる人ばっかしですよ。そういったことで、本当に現場に今日

のような議会の意志が伝わるんかなという気がしますね。そこら辺はや

はりもう少し視点を変えて捉える必要があるんじゃないかということを、

今の議論の中で思いましたんで、さらには市長、歳をとられてですね、

今回の採用に応募しなかったというような話しもされましたが、当然そ

ういう人もいらっしゃったろうと思いますけども、逆に今のような雇用

体系であれば、将来の夢が持てんからという若い人も現場にはいらっし

ゃるんですね。そこのところの認識もしっかりしていただいて、今後の

そういった保育行政、教育現場の行政、そういったものの中で、やはり

若い人の育成も当然、必要ですからね。その辺のことを少し考えた配慮

というのが要るんじゃないかなという気がしますんで、その辺について

の考え方についてお伺いしたいと思います。 

答弁がないようですから、もう1点追加しましょう。もう少し具体的

に言えば、保育所の民営化というのを将来見込んどるというような話し

もありましたですよね。だからそういった方向というのもやはり現場に

早く示してあげないと、また今回のような混乱が生まれるんではないか

というふうに思うんですね。ですからできるだけ早くその方向というの

は長期計画等も、今計画をされてますけども、そういった中で、できる

だけ早く現場と接点を持ちながら、しっかり方向性を早く定めていくと、

そういう手法が今の市政に欠けとるんじゃないかなという気がしますん

で、それも併せて市長、答弁になろうと思いますけども、お聞きしたい

と思います。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  今、取りかかっている問題について、学校の先生の臨時をやっぱり

同じようにしとるじゃないかと、こういうご意見もあるわけなんで、そ

こらは教員資格を持っているということを前提にしておるわけでござい

ますが、ご指摘に従って、今後そこらの改革もですね、やる必要がある

かなという、今のご意見を聞いてですね、思うておるわけでございます。

いずれにしても、今ございましたようなご意見を、今後に活かして行く

必要があろうと、このように思います。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高昌三君。 

○熊 高 委 員  改革といって教員の方もすぐに民間委託にしなさいという意味で言

ったわけではないんで、適正な方向にですね、するためにはそういった

バランスの中で今回やってないというのもそういう見方ができるんじゃ

ないかということですから、保育士さんも当然教員資格と同じように、

保育士の資格もあるわけですね。だからその金額によって価値が上とか

下とかいろんな見方もあろうと思いますけども、やはり子どもを育てた

りする現場におるという人間に変わりはないわけですから、そこらのや

はり配慮も、このシステムをつくった中では感じ取れないということな
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んでね、そういうことも不満が生まれる原因の一因じゃないかというこ

とですから。 

さらに言えば、今回地域振興財団に2つの方は行きましたよね。40万

の次点との差で大新東に決まったと。次点がどこの会社かわかりません

けども、もっと突っ込んで言えば、地域財団は市の外郭団体ですから、

そこらを育成するという意味でですね、やはりそこらに1億円あまりの

仕事が行くか、行かないかということになれば、市の行政に対してもプ

ラスになるか、マイナスになるか、当然それは判断できるわけですから、

そういった部分も含めて今回部長言われたように、いろんな視点で価格

だけじゃない判断をしたんだということですから、そういった判断がで

きなかったのかなという気がしますんでね、そこらの最終的な判断をど

んなふうにされたんか、お聞きしたいと思います。 

○新川総務部長  委員長。 

〇今村委員長  新川総務部長。 

○新川総務部長  はい。当然、地域振興事業団のですね、基本的なあり方につきまして

も、当然、前回もちょっと言って説明しましたように、100％のですね、

そうしたふるさと創生事業の1億円創生の事業で取り組みをさせていた

だいたとこでございますので、当然行政との100％の連携というのは必

要な状況になってくると思います。当然、そこの雇用体系につきまして

もですね、例えば当然、市内のエリアというところもですね、重要視さ

れる環境もあるかもしれません。ただ、今までの取り組んできておる状

態と言いませばですね、そうした施設関係、また人員の派遣業務と、そ

ういうことがですね、旧吉田町の中でも非常に臨時職員さんの1年以上

の雇用というのは非常に苦しんでおった状況なんです。だから、当然資

料館とか、体育館、そういうとこの施設においては、当然事業団とこか

らのそうした派遣的なですね、かたちを取っていたという例がございま

すんで、今回どちらにしましてもこういう状況の中のやはり民間のある

程度のノウハウ、また、事業団のノウハウ、そういうところをですね、

でスタートさせていただいて、やはり先ほどから助役の方からございま

したように、総合的なチェックがですね、必要になってくるんかなとい

うような思いがしております。 

当然、そうしたものにつきましては、やはり総務部の方も、そうした

現場の方と連携を取らないとですね、ならないものがあろうかと思って

おります。 

当然、先ほど来から出ておりますように、福祉保健部との連携は今後

充分取らさせていただいてですね、当然学校の方も教育委員会との連携

も必要であろうかと思っております。 

この2つのある程度の業者関係の中で、今回進めさせていただいて、

今後においてはですね、またそこらの事業団との関わりというのはどう

あるべきかというのもですね、今後の課題として持たさせていただきた

いと思っております。以上でございます。 
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○増 元 助 役  委員長。 

〇今村委員長  増元助役。 

○増 元 助 役  関連いたしまして、恐れ入ります。今回の業務の一部委託を導入し

たということにつきましてはですね、将来の保育所であったり、給食調

理場であったりですね、その民営化を前提にですね、その布石としてや

ったんではないかという見方もあろうかと思うんでありますが、そうで

は全くありませんで、現状のですね、市が直営しております保育所、他

の施設もそうでありますが、その現状のやり方をですね、何とか維持し

たいと、できないかということでの今回の業務の一部委託であったとい

うふうに、私は捉えております。ただ、将来の民営化云々ということに

つきましてはですね、これはまたただ今進めております行財政改革の長

期展望の中でですね、当然考えられることであろうと思うんであります

が、今回それを直結してですね、保護者の皆さん、市民の皆さんへご理

解をいただくというのは、それこそ不安に思っていただく1つの要素に

なろうというふうに思いますので、そういうことではなしに、現状の正

規職員プラス、臨時的任用をミックスして、現状のやり方を直営で何と

か維持したいという結果としての今回のシステムだというふうにご理解

を是非ともいただきたいと思います。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  もう質問は終わったと思ったんですが、助役さんが言っちゃったば

っかりに、また言わにゃあいけん。 

助役はそう言われますけども、長期計画だったか、審議会、行政改革

だったかわかりませんが、あれは自治振興部長だったですかね、もう民

営を視野に入れてと言いましたよ、でも。だらか私は言ったんで。だか

ら横の連携もそんなふうに取れてないんだなということも含めてね、や

っぱり充分な意思統一ができてないというのがね、不安をあおる原因だ

と思いますよ。 

○増 元 助 役  委員長。 

〇今村委員長  増元助役。 

○増 元 助 役  恐れ入ります。長期総合計画なり、行財政改革大綱あるいは実施計

画の中では当然議論されておることでありますけれども、今回のこのシ

ステムの導入とですね、今の将来の民営化というものを直接結びつけて

考えていただくと、やっぱりこれは混乱のもとではないかなと。そこに

は、一定の線を我々としても持っておりますし、先ほど申し上げました

ように、現状を維持したいという中での今回の取り組みであると。それ

とはまた別にですね、今のその公共の関与、あるいは民間でできるもの

は民間でやるという大きな議論の中で当然様々な業務をですね、これは

民間でやっていただいた方がいいんじゃないかとかいう議論は別に私は

あると思っております。 

○熊 高 委 員  委員長。 
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〇今村委員長  10番、熊高君。 

○熊 高 委 員  皆さんお疲れのところ、1問1答、助役としてもいけませんけども、

当然、民営化も視野に入れてということも出てきて当然なんですよ。た

だ、その方向というのを早く示して、手法をしっかり捉えてやるという

ことがないから今回のようなことになったんじゃないかということを私

は申し上げるんで、その辺を今後充分な配慮のもとでやってほしいとい

うふうに、要望しておきます。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  14番、入本和男君。 

○入 本 委 員  この問題は甲田町時代にも黙認をしながらいけないことを認めてき

た裏付けには、したくないことをしなきゃいけない時期に来ておるわけ

でございますけども、その時にやはり協働のまちづくりを原点においた

場合は、市長さんがいつも言われるように、汗をかいて知恵を出すとし

た場合にはですね、やはり民営化の良いところを受け入れれば民間を受

け入れなくてもいいわけなんです。そうすることによって、失礼な言い

方なんですが、この度は安芸高田市地域振興事業団に前町長が、浜田一

義さんがなられとるわけなんです。その人の人脈をつかって、よし、こ

の度はこの改革はここで一本で行くんだと。知恵を貸してくれと。一緒

にやろうじゃないかと。民間に持っていく財源があるならば、経営コン

サル1人を雇うだけの財源を生むわけです。吉田が育ててきた、この地

域振興事業団をですね、より中核にして、これを柱にして、ここに任せ

ときゃいいんだという、育てるという基本的理念を持たれる市長さんと

すればですね、シルバー人材センターでも対象は悪いかもわかりません

けども、児童クラブに人材派遣をしております。是非この税の環流から

みましてもですね、この度の民間導入に対しては、私は今からのこの市

の市民とともに行政が歩もうという中でですね、この民間導入はどうし

ても受け入れることができない条件の1つになっとるわけでございます。

これにつきましては、この度の予算に出ておりますけど、現在多分、傍

聴に来られておる方は、この関係者ではなかろうかと思うんですが、財

政のないことは重々分かっておられると思います。賃金が下がることは、

市長さん自ら既に15％カットされて血を出しておられます。現場の人も

出されると思います。ともに一緒にやろうとするならばですね、なぜこ

の事業団、またシルバー人材センターにはＯＢの中で如何に経験を持っ

た方がおられるかも分からない。一緒にやってみようじゃないかと、こ

こが初めて今、市長さんが言われる協働のまちづくりじゃなかろうかと

思うんです。ここの民間導入は私はちょっと安易すぎると思うんですが、

その点について、答弁をお願いします。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 

○児 玉 市 長  総勢200人あまりのですね、人の関連の事業になるわけであります。

したがって、私自身はですね、この素人ばっかり集まった集団の地域振
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興事業団が本当にうまくやってくれるだろうかという心配が、今あるん

ですね。だから、これはやっぱり今の段階で振興事業団が1年か2年経験

を積んで、それでほいじゃあ軌道に乗ったということになれば、それは

安芸高田市として地域振興事業団を育てるという意味で、今、入本議員

さんがおっしゃったのは、正論だろうと思います。しかし、今回の場合

はですね、ちょっと私も全部振興事業団に任せることに不安もあるわけ

なんで、そうすりゃあやっぱり全国的に展開しておる、経験のある民間

にですね、やっぱりまずやって軌道へ乗せるという方向で、2年、3年先

のことはですね、やっぱり今、入本議員さんおっしゃったような方向で

ですね、やはり地元の産業を育成するというサイドから言えばですね、

その方がやはり望ましいというように思います。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇今村委員長  入本君。 

○入 本 委 員  これがですね、この度の第2庁舎を建てるような、ビルを建てるんじ

ゃったら、そりゃあ安芸高田市の振興事業団じゃ無理かもわからんです

が、これは失敗したけえいうてもお金で済むことなんです。失礼な言い

方なんですが。今まで認知してきたことなんです。行政がしちゃあいけ

んことを我々も認知して認めてきたことなんです。ともにやるときには

多少失敗があってもこれの分は許せる範囲内の問題ではなかろうかと。

それが、今勤めておられる子どもさん、地域で活躍されてる地域の保育

所等で頑張っておられる人の安心感、一緒にやろうというエネルギー、

今のような体系を変えられるのは非常にいいことだとは思いますけど、

ここでこれだけ議論になったということは、やはり議員さんがですね、

いろいろな情報を得られて、こんな人と審議して、もっと本当にわしら

が審議して間違いなかったと説明ができればいいですが、やはり今のず

っと議論の中では2階建ての契約、会社があるようなかたちではですね、

普段おとなしい議員さんまでがですね、ここで奮起されるということは、

かなりの問題が私らもあるんではなかろうかと。やはり、市長さん、こ

こは思い切ってですね、もう1回、考え直すいうことができるし、それ

か、もう少し何ならここらの疑問が解消するにも、これは今のように一

部この分だけ置いとって、この分だけ認めるというような採決の仕方も

したりしとるわけですから、この分の違法な分のところがあるわけなん

ですよね。4月1日からもうなけにゃあできん言うても、今までやっとっ

たことができんわけはないわけなんで、今やっちゃいけんことをやりよ

うるわけなんで、そこらの問題もあるわけですので、ひとつそこらを、

経験は失敗は子育てする場合は失敗は成功のもとという言葉があります

ようにですね、そこらはちょっとハード面と違ってソフト面ですから、

一たん切れるとなかなか戻らない、これは大事に育てる分野じゃないか

と思うんですが、その点をお願いします。 

○児 玉 市 長  委員長。 

〇今村委員長  児玉市長。 
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○児 玉 市 長  はい。大新東との契約も1年契約になっておりますんで、1年状況を

見ながらですね、私はこの方法でやらせていただきたいと。将来事業団

が本当にうまく育ってくればですね、私はその方に全面的に移行すると

いう方法も、私はあるというように考えておりますし、それぞれ説明会

も各町でさせていただきまして、この表にもあるように、大方の皆さん、

そりゃあ喜んではもらえなかったわけでございますが、本当に渋々でも

協力してやろうと、こういうことでそれぞれ移行を了解をした方がほと

んどでございます。したがって、今回は現在の計画どおり、1年ほどや

らせてもらいたいと、こういうことでございます。 

〇今村委員長  以上で質疑を終わりたいと思いますが、よろしゅうございますか。 

          〔異議なし〕 

         これをもって質疑を終了いたします。 

         以上で、人的業務委託についての調査を終了いたします。 

〇今村委員長  以上をもって、本予算審査特別委員会に付託を受けました全ての案

件についての質疑を終結いたしました。 

暫時休憩といたします。 

なお、これよりは、執行部の方はご退席をお願いします。 

再開は4時の予定でございます。 

 〔執行部退席〕 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後３時４５分 休憩 

午後４時１０分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  それでは、再開といたします。 

これより、討論に入ります。 

まず、議案第40号、平成17年度安芸高田市一般会計予算についての討

論に入ります。 

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

○亀 岡 委 員  委員長。 

〇今村委員長  20番、亀岡等君。 

○亀 岡 委 員  本案に対して反対の討論を行ないます。委員各位ご承知のように、

今回の一般会計予算227億8,000万円、財政硬直化の状況の中で極めて厳

しい予算編成がなされ、提案されているところでございます。しかしな

がら、この予算案の中には、目と鼻の先に今日まで高田郡の防犯、安全

対策に貢献をされてきた吉田署がありながらですね、この市役所の中に

県警からの派遣人事を受け入れるということが明確に提案をされている

わけでございます。 

私は、先ほど来、今月7日から開会をされております本議会における

予算審議の中で、極めて明確になっておりますことは、財政問題を基底

にして、市民に全体に対する各種補助金の昨年度に続くですね、厳しい

一律削減、そうしてまた、臨採あるいは非常勤の処遇の問題等、直面し
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ている切実な問題ではありますが、そういったことから、また今後取り

組まなければならない合併に基づく建設事業の案件等々、極めて財政の

厳しい中、特に市役所の中におきましても、どういいますか、給与のカ

ット等々あります中で、改革という名のもとにそうしたこれからの市政

に対する方向性も辿りながらですね、非常に厳しい局面の中でのこの予

算でございます。しかし、先ほど申し上げておりますようにですね、事

足りていると言える、どういいますか、行政分野におきましてですね、

これを受け入れるということは、到底今日の推進されておる本市の行政

推進の上で、納得できない事項であるというふうに私は受け止めており

ます。そういった意味合いからですね、たとえその予算額から見ました

場合には、数パーセントの予算の額面かも分かりませんが、しかしです

ね、当然向かわなければならない方向に相反するというふうな意味合い

を含んでおることを、我々議会が容認いたしますことは、今後の行政推

進の上に大きなですね、基本姿勢として大きな影響を生むと私は考える

わけであります。そういう意味合いから、本予算が圧倒的部分において、

市民の日常生活あるいは将来の発展的施策を進めていく上から、重要な

予算であり、切実な予算であるということは100も承知であります。し

かし、この議案の関係、審議の関係、採決の関係から見ますと、この一

般会計227億8,000万円は1議案であります。でありますから、その比較

において、賛否を表明することは、内容の比較においてですね、するこ

とは適当でないと。例え99％、さらにそれ以上が適切な、あるいは必要

な予算でありましてもですね、そこの中に納得できないものがあれば、

こういう措置を取らなければいけないというふうに私は考えております

ので、その意味を持ってですね、反対の意を表明するものであります。

以上です。 

〇今村委員長  次に、本件に対する賛成討論の発言を許します。 

討論はありませんか。 

 〔賛成討論なし〕 

賛成討論なしといたします。 

これをもって討論を終結いたします。 

〇今村委員長  他に反対討論はございませんか。 

○岡 田 委 員  委員長。 

〇今村委員長  18番、岡田正信君。 

○岡 田 委 員  反対討論をいたします。私は、本予算が非常に大事であるというこ

とはよく承知をしておるところでありますが、施政方針演説にも原稿に

も述べられておりますように、市民の需要や事業効果の観点から云々と、

4項目がうたわれておるわけです。その前段ではですね、行政改革を含

めて財政事業の悪化の中から、市民とともに汗を流して、これからの市

政を進めるという、この予算編成にあたっての大事なところがね、ここ

から考えますと、これまで深夜とは言いませんけども、10時過ぎまでの

予算審査特別委員会が行なわれた議論の中では、保育所の問題、あるい
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は学校の調理師の問題等々に見られるように、臨時職員の一部委託で企

業に移すという大事な問題も安易に行なわれていることが伺えたわけで

あります。 

それに加えて、私、まちづくりの一番根底につながるこの同和問題の

解決は、未だにして特別扱いをされております。昨年の予算よりは確か

に部落解放同盟への団体助成金、大幅に減額をされておりますけども、

九百数十万円にまでなっておりますけども、それに加えて未だにこの同

和対策事業の一環として行なわれました地域改善対策援護資金支給規則

というのがありますが、これに基づいての支給は以前として改善の方向

に向かっておりません。 

したがって、これからの本当に市民が行政とともに人輝く安芸高田市

をつくる上の観点から考えますと、この問題を残しては素晴らしいまち

づくりにはこの方向に向かわないと、こういう立場に立って反対討論を

行なうものでございます。以上、終わります。 

〇今村委員長  次に、賛成討論の発言を許します。他にありませんか。 

 〔賛成討論なし〕 

賛成討論なしといたします。 

これをもって討論を終結いたします。 

暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後４時１８分 休憩 

午後４時５６分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩を閉じて再開いたします。 

5時前でございますので、この会議の延長をしたいと思いますが、ご

異議ございませんか。 

 〔異議なし〕 

異議なしと認めます。 

暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後４時５７分 休憩 

午後５時００分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩を閉じて再開いたします。 

続いて、採決に移ります。 

これより、議案第40号を起立により採決といたします。 

本案は、予算の執行に際しては予算委員会の意見を真摯に受け止め、

適正に執行されたいとの意見を付して、原案のとおり決することに賛成

の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

起立多数。よって、議案第40号は意見を付して原案のとおり可決すべ
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きものと決しました。 

〇今村委員長  ただ今より、議案第41号、平成17年度安芸高田市国民健康保険特別

会計予算についてから、議案第51号、平成17年度安芸高田市水道事業会

計予算について、一括して討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認めます。 

〇今村委員長  続いて、これより議案第41号、平成17年度安芸高田市国民健康保険

特別会計予算についてから、議案第51号、平成17年度安芸高田市水道事

業会計予算について、一括して採決をいたします。 

原案の決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 〔起立多数〕 

起立多数であります。 

よって、議案第41号より議案第51号までは、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

         暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後５時８分 休憩 

午後５時９分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇今村委員長  休憩を閉じて再開といたします。 

以上で、本予算審査特別委員会に付託されました議案第40号から、議

案第51号までの12件についての審査は、全部終了いたしました。 

なお、委員長報告書の作成については、私にご一任をお願いしたいと

思います。 

以上をもって、予算審査特別委員会を閉会をいたします。 

ご苦労様でございました。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後５時１０分 閉会 


